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平
成
16
年
10
月
20
日
に
豊
岡
市

を
襲
っ
た
台
風
23
号
は
、私
た
ち

の
ま
ち
か
ら
7
人
の
尊
い
命
と
、

市
民
の
大
切
な
日
々
の
暮
ら
し
を

奪
い
、美
し
か
っ
た
ふ
る
さ
と
を

大
き
く
傷
つ
け
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
5
年
、市
で
は
、こ
の

経
験
を
教
訓
に
安
全
・
安
心
な
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、防
災
・
減
災
対

策
を
行
い
、あ
の
時
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、次
代
に
引

き
継
ぐ
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、当
時
の
記
憶
を
呼

び
起
こ
し
、教
訓
を
生
か
し
、伝
え
、

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
の
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》防
災
課

　

☎
23

1
1
1
1

泥の海に沈む住宅街（江本）〈兵庫県消防防災航空隊提供〉

出石川の濁流によって道路が崩壊（但東町平田） 堤防の決壊により水流に押しつぶされた家屋（出石町鳥居）

海岸に漂着した災害ごみをボラ
ンティアが清掃（竹野町切浜）

河川の氾らんにより土壁が流され、
骨組みがむき出しに（日高町赤崎）

線路も無残な姿に
（城崎町上山）

あれから
5年

語り継ぐ
あの時の

記憶
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●
台
風
23
号
の
経
過

●
災
害
ご
み

5
年
前
の
記
憶

▲消防隊に救出される住民（江本）
　〈大阪市消防局提供〉

▲最後の災害ごみを積み込んだトラック
を見送る

台
風
23
号
災
害
か
ら
5
年
を
迎
え
て

〈円山川の主な洪水履歴〉

〈台風23号の被害状況〉

〈台風23号の避難勧告、避難状況〉
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●
台
風
23
号
の

浸
水
水
位
な
ど
の
標
示

●
み
ん
な
の
力
で

命
と
暮
ら
し
を
守
る

●
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

●
水
害
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

●
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー防

災
・
減
災
授
業

▲2.4mの水位を記録した庄境区

▲小学校でのメモリアルデー防災・減
災授業

▲市震災総合防災訓練

▲緊急治水対策事業が進む円山川

▲「被災地からおく
る防災・減災・復
旧ノウハウ集」

※
防
災
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

「
豊
岡
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

教
訓
を
伝
え
る

教
訓
を
生
か
す

防
災
・
減
災
対
策
の
主
な
取
組
み
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国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、平
成

21
年
度
内
を
め
ど
に
平
成
16
年
台
風
23
号
と
同
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
、

再
度
災
害
の
防
止（
堤
防
の
決
壊
や
床
上
浸
水
被
害
の
軽
減
）を
目
的

と
し
た「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業（
激
特
事
業
）」に
よ
る

治
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

　

☎
22

3
1
2
6
ま
た
は
建
設
課
激
特
事
業
推
進
室

　

☎
23

1
1
1
1

安
全
な
円
山
川
へ

着
々
と
治
水
対
策
を
進
行
中

●
河
道
掘
削
工
事

●
堤
防
の
整
備

●
内
水
対
策

●
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う・

堰せ
き

の
改
築

▲城崎町桃島区での河道掘削工事
　（平成21年７月）

▲一日市区での堤防工事
　（平成21年６月）

▲八代排水機場工事
　（平成21年５月）▲KTR橋架替工事（平成21年８月）

激
特
事
業
の
種
類

激
特
事
業
の
効
果

今
後
の
展
開

【水害記録の募集】豊岡河川国道事務所では、平成16年台風23号から5年を経て、水害の記憶を風化させない
　　　　　　　　ために当時の水害写真やビデオなどを募集しています。
　　　　　　　　《提供・問合せ》国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所☎22-3126

台風9号では、河道掘削により
81cmの水位低下（立野観測所）

事業完了箇所と実施中箇所（10月現在）
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教室初回
参加時

3カ月後

体脂肪率（％）

筋肉率（％）
30.6

25.3 23.6
22.8

31.4 31.5

6カ月後
20

25

30

35

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う
！

受
け
て
安
心
！
受
け
て
改
善
!!

　

今
年
の
特
定
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
?
ま
た
、結
果
は
い
か

が
で
し
た
か
?

　

市
で
は
、現
在
、40
〜
75
歳
未
満
の
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、心
臓
病
、

脳
卒
中
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
言
わ
れ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）を
早
期
に
発
見
し
、予

防
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

健
診
を
受
け
た
後
、生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
方
へ
、市
か
ら

「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」を
送
付
し
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
メ
タ
ボ

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課
国
保
保
健
係
☎
24

1
1
2
7

■
長
谷
川
好
孝
さ
ん（
山
本
・
50
歳
）

【
今
ま
で
の
生
活
】

【
改
善
目
標
】

【
6
カ
月
間
の
結
果
】

■
清
水
雅
夫
さ
ん（
岩
井
・
55
歳
）

【
今
ま
で
の
生
活
】

【
改
善
目
標
】

【
6
カ
月
間
の
結
果
】

参
加
す
れ
ば
得
す
る
情
報
満
載
の

「
特
定
保
健
指
導
」

▲ガッツポーズの長谷川さん

頑張ったぞ!

70
教室初回
参加時

3カ月後

体重（㎏）

腹囲（㎝）

99.0

81.4
78.4

75.9

94.5 96.5

6カ月後

80

90

100

110
【体重・腹囲の変化】 【体脂肪率・筋肉率の変化】

教室初回
参加時

3カ月後

体脂肪率（％）

筋肉率（％）

30.4

24.6
23.2

22.1

31.0 31.6

6カ月後
20

25

30

35

教室初回
参加時

3カ月後 6カ月後
60

70

80

90

100

体重（㎏）

腹囲（㎝）

91.0

72.9
73.1 72.6

87.2 88.5

【体重・腹囲の変化】 【体脂肪率・筋肉率の変化】
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■
あ
な
た
も
克
服
で
き
る
!

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

■
適
度
な
運
動
で
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
増
加

■
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
も
、根
っ
こ
は
1
つ

■
メ
タ
ボ
予
防
と
解
消

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
5
カ
条

運
動
の
ポ
イ
ン
ト
5
カ
条

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

▲体組成測定中の清水さん

毎日筋トレ
頑張ってます!

※（参考）生活習慣
病予防のための食
べ方ナビゲーション 
たべナビ君 吉池信
男、玉川ゆかり、中
神聡子共著（独立
行政法人 国立健
康・栄養研究所）

カップアイス

お菓子のエネルギー量を速歩の量で表示してみると

速歩90分 450㎉

バニラ＆
クッキー

棒アイス（バニラ）

かりんとう（黒）

シュークリーム（小）

クッキー盛り合わせ

くりまんじゅう

かしわもち

チョコレート

もなか

水ようかん

おかき

練りようかん

カステラ

速歩25分 125㎉

ビール
（大ビン633㎖）

チューハイ ワイン
（100㎖）

お酒の量を速歩の量で表示してみると

速歩50分
250㎉

速歩30～40分
150～200㎉

速歩15分
75㎉

ビール ビール

カップアイス

バニラ

デニッシュベストリー

草もち

どら焼

大福もち

クリームパン

ショートケーキ（小）

速歩50分 250㎉

棒アイス
（クッキーサンド）

ビール
（350㎖缶）

ウイスキー
（70㎖/ダブル）

日本酒
（銚子1合）

焼酎
（120㎖/25度）
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一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
便
利
な
車
社
会
で
の
生
活
を
求
め
た
結
果
、

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
衰
退
し
た
ほ
か
、地
球
温
暖
化
、交
通

渋
滞
、交
通
事
故
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
起
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、公
共
交
通
を
守
り
、こ
れ
ら
の
問
題
を
緩
和
す
る
た
め
、

市
を
挙
げ
て
公
共
交
通
に
よ
る
通
勤
や
利
用
を
促
進
す
る「
e
通
勤

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
10
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23
－
1
7
1
2

　市内のバスと鉄道は、年々利用者が減少し、大変厳しい状況
にあります。昨年10月には、市内を走る全但バスの26路線のう
ち11路線が廃止されました。市など行政の支援なしでは維持
できない公共交通機関を、「乗って守る」という考え方に切り
替え、地域の足である公共交通を守り、次代に引き継ごうとい
う施策が「e通勤プロジェクト」です。
　私たちの大切な足を守るためには、市
民の皆さんがバスや鉄道を利用していた
だくことが必要です。
　合言葉は「乗って守ろう」です。

　10月１日から、バス停が遠い、交代勤務や不定期勤務な
どの職員を除く約500人が、公
共交通機関や徒歩、自転車によ
る通勤を行っています。
　公共交通機関での通勤は、今
年の3月末では、わずか12人で
したが、10月からは約250人と
なりました。

▲新設の「コバスエクスプレス」（JR豊岡駅前）

合
言
葉
は
「
乗
っ
て
守
ろ
う
」

　

eイ
ー

通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
始
動
し
ま
し
た

〔公共交通の現状〕

　「e通勤」の「e」は、「環境にやさしい（e
エ コ ロ ジ カ ル

cological）」、「みんなの
（e

エ ブ リ ワ ン

veryone）」、「毎日（e
エ ブ リ デ ィ

veryday）」の「e」です。「毎日、みんなで、
環境にやさしい通勤をしよう」という意味です。

〔「e通勤」とは〕

〔「e通勤プロジェクト」の概要〕

豊岡市職員が「e通勤」を実施しています。

○コバスエクスプレスの運行（コバスの増発）　　
　朝夕の通勤時の利便性を向上させるため、豊岡駅から大開通りを直進し、カバンス
トリートを経由して、じばさん但馬、農協会館前を結ぶ
「コバスエクスプレス」を運行しています。　
○通勤・通学定期券所持者のコバス利用の無料化
　市内を発着点とする通勤または通学定期券（全但バス、イナカー、JR、KTR）所持者
は当該定期券の提示によりコバス全便が無料で利用できるようになりました（コバス
エクスプレスを含む）。

　「e通勤プロジェクト」は、市を挙げて公共交通による通勤や利用を促進するもので
す。市内の事業所にも「e通勤」を呼びかけ、参加を表明した事業所を対象に、新たに路
線バスによる通勤を開始された方にかかる定期券代の３分の１を助成します。
※「e通勤プロジェクト」の社会実験として、11月１日〜平成22年３月31日まで実施し

ます。結果を踏まえ、継続を検討することとしています。

①コバスのサービスの改善を行いました。

②市内事業所へも「e通勤プロジェクト」への参加を呼びかけ、支援します。

このマークが目印
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展開中！！
～但馬⇔大阪（伊丹）便搭乗率70%を目指して～

　市では、東京直行便の実現に向けて｢ターゲット70｣と題したコウノトリ但
馬空港の利用率（搭乗率）を70％にする取組みを展開しています。
　直行便実現のためには、但馬地域の航空需要を目に見える形でアピールする
必要があります。
　出張や旅行などには、コウノトリ但馬空港を、ぜひ、利用ください。

区間 但馬-大阪（伊丹） 大阪（伊丹）-東京（羽田）※3 【乗継】但馬-大阪（伊丹）-東京（羽田）

区分※1 運賃額 市民負担額（助成後） 運賃額 運賃額計

大人普通運賃 12,400円 � 5,400円 22,500円 27,900円
小児普通運賃※2 6,200円 2,700円 � 11,250円 13,950円

�� 特便割引1 7,900円 4,000円 12,100円〜15,100円 16,100円〜19,100円
�� 先得割引 � 6,900円 3,900円 10,100円〜13,100円 14,000円〜17,000円

助成取扱店 電話番号 助成取扱店 電話番号

㈱さとうトラベルサービス豊岡店 22-0007 ㈱スカイウェイ 29-0203
きほくツアーズ㈱JTB旅サロン豊岡 23-0001 JAたじま旅行センター 24-8200
㈲i.スマイル 26-6140 ㈱ツーリストサンフラワー 22-4281
いずしトラベルサービス 52-4960 ※コウノトリ但馬空港での事前助成はできません。

◆ 事前助成 ◆【下記の取扱店で申請→助成後の額で購入】

◆ 事後助成 ◆【搭乗後に申請→助成金を振込】

◆ 主な運賃 ◆

◆ 11月1日からの運行ダイヤ ◆（平成22年１月４日まで）

※1　券により設定条件が異なりますので、必ず確認ください。
※2　小児普通運賃は、3歳以上12歳未満に適用されます。
※3　大阪（伊丹）-東京（羽田）便は、11月の運賃です。利用日・便により運賃が異なりますので、詳細は、JALホームページなどで確認ください。

東京（羽田） 大阪（伊丹） 但馬
出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

 7：30 JAL
103  8：45  9：05 JAC2321  9：45

15：30 JAL
125 16：40 17：00 JAC2323 17：40

但馬 大阪（伊丹） 東京（羽田）
出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10：15 JAC
2322 10：50 11：30 JAL114 12：35

18：05 JAC
2324 18：40 19：30 JAL134 20：35

※発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合がありますので、搭乗前に確認ください。

申請場所 申請方法

本　庁 都市整備課 　窓口で申請書に必要事項を
記入ください。搭乗半券と振込
先が分かるものが必要です。
※搭乗後1カ月以内に申請くだ
さい。総合支所 総務課

コウノトリ但馬空港
から行く
東京2日間・3日間

　飛行機代＋宿泊料で
この値段。
　詳細は、上記の代理
店に問い合わせください。

・市内在住または在勤の方
・豊岡市出身の方やその家族の方（市内の実家に帰省した場合などに適用）
・商用で市内の企業や事業所に来た方

◆  助成対象者 ◆

《問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712

　  好評発売中!!
25,800円〜52,800円



市
の
職
員
数
と
給
与
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
平
性

と
透
明
性
を
高
め
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人事関係
１. 職員の任免および職員数の状況�

⑴採用と退職� （平成20年度）
身分上の職名 職種 採用 退職

行政職員

一般事務職  5人 24人
介護職 − −
保育士  6人  4人

土木技術職 −  2人
保健師  2人 −

管理栄養士  1人 −
生活支援員 −  1人

医師  1人  2人
消防吏員 消防職  5人  1人
教員 幼稚園教諭  2人  6人
技能職員 技能職 −  2人
労務職員 労務職 −  6人

合計 22人 48人

⑵昇任と降任� （平成20年度）

区分 昇任 降任

部長級以上  7人 0人

課長級 13人 0人

課長補佐級 25人 0人

係長級 20人 0人

主任以下  1人 0人

合計 66人 0人

※昇任とは、現在の職より上位の職に任用されること、降
任とは、現在の職より下位の職に任用されることです。

⑶部門別職員数の状況�
区分 職員数

対前年増減数
部門 20年度 21年度

一般行政  587人  562人 △25人（△ 4.3%）
　一般管理  383人  384人    1人（   0.3%）
　福祉  204人  178人 △26人（△12.7%）
特別行政  318人  313人 △ 5人（△ 1.6%）
　教育  190人  185人 △ 5人（△ 2.6%）
　消防  128人  128人 −
公営企業等会計  113人  110人 △ 3人（△ 2.3%）
　水道   33人   29人 △ 4人（△12.1%）
　下水道   28人   24人 △ 4人（△14.3%）
　その他   52人   57人    5人（   9.6%）
合計 1,018人  985人 △33人（△ 3.2%）

※地方公共団体定員管理調査による職員数で教育長を含む職員数
です。
※両年度とも4月1日現在の数値です。

⑷定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要�

部門
人数（進渉率） 17〜22の

数値目標 22年度
17年度 21年度

一般行政 　641人
（−）

562人
（87.8％）   △90人 551人

特別行政 　300人
（−）

312人
（70.6％）   　17人 317人

公営企業
等会計

　134人
（−）

110人
（77.4％）   △31人 103人

合計 1,075人
（−）

984人
（87.5％）△104人 971人

※⑶部門別職員の状況と比較した場合、教育長は対象外になり
ます。
※行政改革大綱に基づく平成19年4月の組織改革（こども部門
の統一など）により、計画の見直しを行っています。

２. 職員の勤務時間その他勤務条件の状況�

⑴基本的な勤務時間
職員の勤務時間は、1日8時間、1週間40時間です。� （平成21年4月1日現在）

区分 勤務時間 休憩時間
一般の職員 午前8時30分〜午後5時30分 勤務時間中において1時間
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市の職員数と給与
⑵休暇� （平成21年4月1日現在）

種　類 内　　　　　　容

年次有給休暇 　心身の疲労を回復させ、労働力の維持培養を図ることを目的とし、職員が請求したときに付与される休
暇（1年度につき20日以内）

病気休暇 　負傷または疾病の療養のため勤務することができない職員に対し、医師の証明などに基づき、必要最小
限度の期間について認められる休暇（120日以内）

介護休暇 　職員が要介護者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合における無給の休暇
（連続する6カ月の期間内）

組合休暇 　職員団体の業務に従事する場合に認められる無給の休暇（1年度につき30日以内）

特別休暇

　特別な事情により職員が勤務しないことが相当である場合に認められる休暇
結婚休暇 　5日の範囲内の期間
妊娠中または出産後の通院休暇 　妊娠期間および出産後、それぞれに応じた回数

分べん休暇 　出産予定日の8週間前の日から出産の日の翌日から8週間を経過す
る日までの範囲内の期間

配偶者出産休暇 　2日の範囲内の期間
男性職員の育児参加休暇 　7日の範囲内の期間
忌引休暇 　続柄に応じた範囲内の期間
夏季休暇 　5日の範囲内の期間

その他 　育児休暇、子の看護休暇、生理休暇、父母の祭し休暇、ボランティ
ア休暇、骨髄提供休暇、長期勤続休暇、妊娠中の通勤緩和休暇

⑶年次有給休暇の取得状況
（平成20年度）

総取得日数 9,282日
対象職員数 1,018人
平均取得日数 9.1日

⑷育児休業の取得状況
（平成20年度）

平成20年度に新規に取得したもの 13人
平成19年から引続いているもの 12人

　育児休業とは、職員が3歳に満たな
い子を養育するために休業すること
ができる制度です。育児休業期間中は、
給与は支給されません。

３. 職員の分限および懲戒処分の状況�

⑴分限処分の状況
　分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故
障のために職務の遂行に支障がある場合、長期休養を
要する場合などに、公務能率の維持を目的として、降任、
免職、休職、降給させる不利益処分のことを言います。
 （平成20年度）
種類 降任 免職 休職 降給

処分件数 0件 0件 6件 0件

⑵懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、
職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合、全体
の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合に免
職、停職、減給、戒告となる不利益処分を言います。
 （平成20年度）
種類 戒告 減給 停職 免職

処分件数 0件 0件 0件 0件

４. 職員の研修および勤務成績の評定の状況�

⑴研修� （平成20年度）
種別 派遣先・内容など 受講者数

派遣研修

自治大学校   2人
兵庫県自治協会（パソコン・実務研修ほか） 110人
兵庫県自治研修所（管理職員・監督職員研修ほか）  28人
但馬広域行政事務組合（中堅・新任職員研修ほか） 156人
全国市町村国際文化研修所（国際交流基礎ほか）  13人
人と未来防災センター（災害対策）   1人
その他  31人

庁内研修

メンタルヘルス研修（一般職員、管理・
監督職員対象）  52人

接遇研修  61人
勤務評定者研修（管理・監督職員対象） 120人
人権研修  37人
その他  94人

自主研修 自主研修支援事業  14人
合計 719人

⑵勤務成績の評定の状況
　現在、適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲向
上など人材育成を目的として、適正かつ公平な勤務評定
を行うため、管理・監督職を対象とした勤務評定者研修
を実施するなど、その制度の確立に向けて準備を進めて
います（平成20年度実施）。

５. 職員の福祉等の状況�

⑴職員の福利厚生の状況� （平成20年度）
区分 内容

健康管理

　定期健康診断、成人病健診、腰痛健診などの
健康診断・検査および破傷風、B 型肝炎の予防
接種を実施。また、心の健康管理啓発のため、
メンタルス研修を実施するとともにカウンセリ
ングを試行実施

共済制度 　兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共
済組合による実施

互助会制度 　兵庫県町村職員互助会または兵庫県学校厚生
会による実施

⑵公務災害の状況
　職員が、公務上の災害または通勤上の災害を受けた場
合は、その災害によって生じた身体的損害に対する経済
的補填があります。
 （平成20年度）

項目 発生件数

公務災害 10人

通勤災害 0人
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６. 職員の競争試験および選考の状況�

⑴職員採用試験の実施状況� （平成20年度）

職　種 受験者数 採用者数 競争倍率

一般事務職 88人 4人 22.0倍
保育士・　
幼稚園教諭 62人 6人 10.3倍

土木技術職 15人 1人 15.0倍

消　防　職  8人 1人 8.0倍

７. 公平委員会の報告事項�

⑴勤務条件に関する措置要求の状況
　（平成20年度）
　措置要求、処理などなし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
　（平成20年度）
　不服申立て、処理などなし

給与関係
８. 職員の給与等の状況�

⑴人件費の状況（普通会計決算）� （平成20年度）

平成21年3月31日住民基本台帳人口 89,286人
歳出額（A） 44,018,712千円
実質収支 679,925千円
人件費（B） 8,690,786千円
人件費率B/A 19.7％

※人件費には、市長などの給与、議員、各種委員会委員に支給され
る報酬などを含みます。
※普通会計は、一般会計と診療所事業特別会計を合計したものです。
※住民基本台帳人口には、外国人を含みます。
※実質収支は、歳入決算額から歳出決算額を単純に差し引いた額（形
式収支）から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額です。

⑵職員給与費の状況（普通会計決算）�（平成20年度）
職員数（A） 904人

給与費

給　料 3,530,408千円
職員手当 680,846千円

期末・勤勉手当 1,438,305千円
計（B） 5,649,559千円

１人当たり給与費B/A 6,250千円
※職員手当には退職手当は含みません。
※職員数は、平成20年4月1日現在の人数です。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢
� （平成21年4月1日現在）

区　　分 豊岡市 国

一般行政職
年齢 44.0歳 41.5歳

給料月額 336,900円 325,521円

技能労務職
年齢 46.9歳 49.2歳

給料月額 305,500円 285,548円
※一般行政職とは、行政職員（事務･技術）であり、技能労務職とは、
自動車運転手、用務員などを言います。

⑷ラスパイレス指数の状況
区　分 20年度

一般行政職 95.9
技能労務職 110.7

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100としたとき
の本市職員の給与水準を算定した指数です。

⑸職員の初任給の状況
� （平成21年4月1日現在）

区　　分 豊岡市 国

一般行政職
大学卒 178,800円 172,200円
高校卒 144,500円 140,100円

技能職
高校卒 141,900円 137,200円

中学卒 15歳〜17歳
は基準なし 129,200円

労務職
高校卒 137,200円 −
中学卒 125,400円 −

⑹職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
� （平成21年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 266,200円 303,000円 331,800円
高校卒 212,700円 266,200円 303,000円

技　能
労務職

高校卒 197,800円 235,200円 275,800円
中学卒 176,700円 217,800円 257,000円

※経験年数は、卒業後直ちに採用されて勤務している場合の年数で
す。

⑺一般行政職の級別職員数の状況（普通会計）
� （平成21年4月1日現在）
区　分 1級 2級 3級 4級

標準的な
職務の内容 主事 経験を必要

とする主事
係長、主査、
主任

課 長 補 佐、
主幹、相当の
経験を必要
とする係長

職員数 11人 37人 308人 96人

構成比 2.0％ 6.7％ 56.1％ 17.5％

区　分 5級 6級 7級

合計標準的な
職務の内容 課長、参事

部次長、相
当の経験を
必要とする
課長、参事

部長、部参
事、総合支
所長

職員数 63人 15人 19人 549人

構成比 11.5％ 2.7％ 3.5% 100.0％

※職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表の級区分です。
※標準的な職務の内容は、それぞれの級に該当する職員の代表的な
職名です。
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市の職員数と給与
⑻職員手当の状況
� （平成21年4月1日現在）

区　分
豊岡市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.40月分 0.75月分 1.40月分 0.75月分
12月期 1.60月分 0.75月分 1.60月分 0.75月分
計 3.00月分 1.50月分 3.00月分 1.50月分

加算措置
の有無　

職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり

①支給率� （平成21年4月1日現在）

区分 豊岡市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分
最高限度
月数　　 59.28月分

②その他の加算措置
豊岡市 国
定年前早期退職（2 〜 20％加算）

③退職時特別昇給
豊岡市 国

なし
④１人当たり平均支給額

豊岡市 21,564千円
※平成20年度に退職した職員の平均額です。

　平成18年度から各地域の民間賃金水準等に応じて支給さ
れる地域手当が国の給与制度に創設されましたが、豊岡市域
は非支給地となっており、本市の給与制度においては当該手
当は設けていません。

　
� （平成20年度）

支給総額 230,034千円
職員1人当たり支給年額 344千円

� （平成20年度）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 20.0％
支給対象職員1人当たり平均支給月額 11,423円
手当の種類（手当数） 14

代表的な　
手当の名称

支給額の多い手当 医師手当
多くの職員に支給され
ている手当

夜間特殊業務
手当（消防職員）

ア . 期末勤勉手当

イ . 退職手当

ウ . 地域手当

エ . 時間外勤務手当（普通会計決算）

オ . 特殊勤務手当（普通会計決算）

カ . 扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成21年4月1日現在）

区分 主な内容 国の制度
との異同

異なるときの
内容

扶養手当

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額13,000円）
　②ａ満22歳以下の子および孫
　　ｂ満60歳以上の父母、祖父母
　　ｃ満22歳以下の弟妹
　　　月額6,500円で、16歳から22歳までの子は1人につき5,000円加算
　　　職員に配偶者がない場合は、その内1人は月額11,000円

同じ −

住居手当
借家の家賃支払者または持ち家の世帯主
　ａ借家（月額27,000円まで）
　ｂ持ち家（月額3,500円）

一部異なる
国は持ち家につ
き新築・購入か
ら5年間のみ月
額2,500円支給

通勤手当
通勤距離2km以上の者
　ａ交通機関の利用者（月額55,000円まで）
　ｂ交通用具の利用者（月額1,600円から32,000円まで）

一部異なる
交通用具利用者
の距離区分およ
び手当額

⑼特別職の報酬等の状況� （平成21年4月1日現在）

区分 月額 区分 支給月数

給料

市長 916,000円

期末手当

市長

 6 月期
12 月期

2.15 月分
2.35 月分

計 4.50 月分

副市長 744,000円 副市長
収入役 663,000円 収入役

報酬

議長 474,000円 議長
副議長 387,000円 副議長
議員 364,000円 議員
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め
、
事
務
事
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
事
務
事
業
7
9
8
事
業
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る
全
業
務
に
つ
い

て
、
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

評
価
は
、
A（
継
続
）、
B（
改
善〈
小
〉が
必
要
）、
C（
改
善〈
大
〉

が
必
要
）、
D（
休
廃
止
を
検
討
）の
4
つ
の
区
分
で
判
定
し
、
最
終

的
に
A
2
0
2
件
、
B
5
5
6
件
、
C
36
件
、
D
4
件
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
は
、
平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
・
組
織
改
革
な
ど
に

反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
☎
21
―

9
0
2
2

①
1
次
評
価

②
外
部
評
価

1  

評
価
の
経
過

事
務
事
業
数  

7
9
8
事
業

2  

評
価
の
結
果

3  

評
価
後
の
展
開

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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地方債（借入金）       45,380円
その他国県からの収入

20,373円

国県支出金             60,717円

地方交付税           192,461円

使用料その他市の独自収入
50,965円

基金等からの繰入金   9,741円

市税　　　　　　  121,059円

公債費（借入金返済）
87,475円

その他の経費  34,898円
消防費           17,345円

衛生費           46,036円

教育費           49,766円

総務費           63,785円

土木費           87,402円

民生費（福祉関係）       
                  104,810円

平
成
20
年
度
決
算
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入
7
0
0
億
5
、4
5
6
万
円
、
歳
出

6
8
3
億
8
、3
8
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
す
べ
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債
残
高（
借
入
金
残

高
）は
、
1
、4
6
2
億
4
、7
9
0
万
円
と
な
り
、
市
民
1
人
当
た

り
約
1
6
3
万
8
千
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
☎
21
―

9
0
1
4　

＜会計別決算額一覧＞

平
成
20
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
の
決
算

公
営
企
業
会
計
の
決
算

※平成21年3月31日の住民基本台帳人口（89,286人）に基づき
計算しています。

歳入 500,696円 歳出 491,517円

市民1人当たりの決算（一般会計）
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〜「
思
わ
ず
夢
中
に
な
り
ま
し
た
」〜

読 
書 

週 

間

但東分館

☆
皆
さ
ん
の
声
、拾
い
集
め
ま
し
た

　

利
用
者
の
方
か
ら「
こ
の
本
、良
か
っ
た
よ
!
」「
他
の
人
に
も
読
ん
で
欲

し
い
、お
す
す
め
!
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。読
書
週
間
は
こ
の
声
を

拾
い
集
め
、皆
さ
ん
が
推
薦
し
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
こ
の
感
じ
の
本
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
…
」と
言
わ
れ
る
方
も
読
書
の

幅
が
広
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

愛
読
家
の
皆
さ
ん
と
、さ
ま
ざ
ま
な
本
の
楽
し
さ
を
共
有
し
、伝
え
合
い
、

ま
た
、読
み
聞
か
せ
な
ど
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　

読
書
の
秋
で
す
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
、秋
の
夜
長
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間　

10
月
25
日（
日
）〜
11
月
9
日（
月
）

本　館
☆
読
書
週
間
企
画
展「
国
内
文
学
賞
受
賞
作
品
展
」

　

平
成
20
年
下
半
期
〜
21
年
上
半
期
に
発
表
さ
れ
た
国
内
の
主
要
文
学
賞

（
12
賞
）の
受
賞
作
家
お
よ
び
作
品
の
紹
介
・
展
示
を
行
い
ま
す
。こ
の
1
年

間
の
文
学
界
の
動
き
を
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
11
月
の
テ
ー
マ
展（
一
般
向
け
）と
し
て
、受
賞
作
家
の
他
の
作
品

や
各
賞
の
歴
代
受
賞
作
品
を
並
べ
ま
す
。読
み
ご
た
え
の
あ
る
名
作
ば
か

り
で
す
の
で
、「
読
書
の
秋
」の
お
供
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
受
賞
作
品
展
示
期
間　

10
月
31
日（
土
）〜
11
月
9
日（
月
）

　「読書週間」は、すべての方が本に親しめるよう始まった運動で、
今年で63回目を迎えます。
　今年の標語は、「思わず夢中になりました」です。
　図書館では、「読書週間」に合わせて、さまざまな催しを行います。
　１人でも多くの方が、「思わず夢中に」なる本と出会えるよう、
図書館職員一同、心から来館をお待ちしています。
　・本館　☎23-6151　・城崎　☎21-9072　・竹野　☎21-9078
　・日高　☎21-9060　・出石　☎52-5489　・但東　☎21-9036

期間：10月27日（火）～11月9日（月）

城崎分館
☆
実
り
の
秋
が
や
っ
て
来
た
～
読
ん
で
・
食
べ
て
・
楽
し
も
う
～

　
「
読
書
の
秋
と
食
欲
の
秋
を
一
度
に
楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
!
」と
い
う
こ
と

で
、さ
ま
ざ
ま
な〝
お
い
し
い
〟本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

物
語
の
中
の
お
菓
子
を
作
っ
て
み
よ
う
!「
お
い
し
い

お
は
な
し
★
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
8
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

▽
対
象　

児
童　

▽
参
加
費　

2
0
0
円

▽
申
込
期
限　

11
月
5
日（
木
）

出石分館

☆
出
石
分
館
ミ
ニ
文
化
祭

　

利
用
者
の
方
か
ら
素
敵
な
作
品
を
提
供
い
た
だ
き
、〝
出
石
分
館
ミ
ニ
文

化
祭
〟を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。郷
土
の
美
し
さ

を
再
発
見
し
た
り
、子
ど
も
の
成
長
過
程
や
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
、絵
本
の
形
で
残
し
て
い
く
創
作
の
喜
び
や
方
法

を
見
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。ぜ
ひ
、お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
期
間

　

11
月
1
日（
日
）〜
9
日（
月
）　

出
石
の
風
景
写
真
展（
家い

え

元も
と

正ま
さ

志し

さ
ん
）

　
　
　

11
日（
水
）〜
21
日（
土
）　

手
づ
く
り
絵
本
展（
尾お

川が
わ

地ち

十と

子し

さ
ん
）

　
　
　

22
日（
日
）〜
29
日（
日
）　

手
づ
く
り
絵
本
展（
加か

藤と
う

暁て
る

子こ

さ
ん
）

▽
場
所　

出
石
分
館
児
童
室

☆
秋
の
読
書
週
間
特
別
企
画
展

　
「
ダ
ダ
イ
ズ
ム 

太だ

宰ざ
い

ズ
ム
～
太だ

宰ざ
い　

治お
さ
む

生
誕
1
0
0
周
年
記
念
～
」

　

生
誕
1
0
0
周
年
を
迎
え
、映
画
化
さ
れ
た
作
品
が
国
際
的
な
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
太
宰　

治
。暮
れ
ゆ
く
秋
の
ひ
と

と
き
、心
静
か
に
太
宰
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
期
間　

10
月
31
日（
土
）〜
11
月
15
日（
日
）

▽
場
所　

竹
野
総
合
支
所
3
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
内
容　

展
示
作
品

・
太
宰 

治
の
足
跡
と
そ
の
作
品（
年
表
）

・
太
宰 

治
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
作
家
と
そ
の
作
品

・
太
宰 

治
と
無
頼
派（
新
戯
作
派
）の
作
家
・
作
品

・
太
宰 

治
と
女
性
た
ち

竹野分館

☆
リ
サ
イ
ク
ル
交
換
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、一
読
後
、眠
っ
て
い
る
本
の
持
ち
寄
り
に
よ
る
交

換
会
で
す
。

　

本
の
交
換
は
、引
換
券
が
必
要
で
す
が
、持
っ
て

い
な
い
方
も
午
後
1
時
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
し
お
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
1
日（
日
）午
後
0
時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
日
高
町
祢
布
）

日高分館
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
11
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）・

　

28
日（
土
）・
29
日（
日
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日

（
月
）・
24
日（
火
）・
30
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.sia.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
自
身
の
年
金
加
入
記

録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
方
法

・
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「http://w

w
w

.sia.go.jp

」

→
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
の「
相
談

案
内
」→「
年
金
個
人
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
」→「
年
金
個
人

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス（
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
）」へ
順
次
ア
ク
セ
ス

・「https://w
w

w
3.idpass-net.

　

sia.go.jp/neko/action/

　

z0401

」へ
直
接
ア
ク
セ
ス

■
手
続
き
の
流
れ

①
利
用
登
録
…「
ご
利
用
登
録
」の

画
面
で
、「
基
礎
年

金
番
号
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
郵

便
番
号
・
現
住
所
・

お
客
様
設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
・
電

話
番
号
」を
入
力
し
ま
す
。

②
ユ
ー
ザ
ー
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド

の
発
行
…
社
会
保
険
庁
に
よ
る

本
人
確
認
後
、
ユ
ー
ザ
ー
I
D

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
自
宅
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

※
申
込
み
か
ら
発
行
ま
で
2
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。

※
住
所
な
ど
の
変
更
手
続
き
が
で

き
て
い
な
い
場
合
な
ど
、
①
で

利
用
登
録
し
た
内
容
と
社
会
保

険
庁
で
管
理
し
て
い
る
記
録
に

相
違
が
あ
る
場
合
、
ユ
ー
ザ
ー

I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
年
金
加
入
記
録
を
閲
覧
…
郵
送

さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
、
申
込
時
に
登
録
し
た

お
客
様
設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
年
金

加
入
記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
内
容

・
こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
の

加
入
記
録（
加
入
制
度
、
事
業

所
名
称
、
資
格
取
得
・
喪
失
年

月
日
、
加
入
月
数
な
ど
）

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

・
船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額

・
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額

※
共
済
組
合
へ
の
加
入
期
間
は

サ
ー
ビ
ス
対
象
外
で
す
。ま
た
、

年
金
受
給
中
の
方
で
、〝
0
〟か

ら
始
ま
る
年
金
コ
ー
ド
の
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。あ
ら
か
じ

め
了
承
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
県
民
税
な

ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
を

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
す
る

場
合
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」や「
領

収
書
」を
添
付
く
だ
さ
い
。

■
家
族
の
保
険
料
も
納
め
て
い
る
方

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
、そ
の
世
帯

の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
、そ
の
納
付
額
の
全

額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
な
ど

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、年
末
調

整
な
ど
の
手
続
き
の

際
に
家
族
分
と
合
算

し
申
告
く
だ
さ
い
。家

族
分
の「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」も
申
告
書

に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

　

社
会
保
険
庁
か
ら
、1
年
間
に

納
付（
納
付
書
の
期
限
納
付
と
口

座
引
落
は
予
定
分
を
含
む
）し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）が
11

月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
方
に
は
、翌
年
の
2

月
に「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す
。

▽
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

・
照
会
用
電
話
番
号

　

☎
0
5
7
0
－
0
7
0
－
1
1
7

・
I
P
電
話

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
3
0

▽
利
用
期
間　

11
月
2
日（
月
）〜

平
成
22
年
3
月
13
日（
土
）の
平

日（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
）

※
下
記
の
年
金
相
談
窓
口
時
間
延

長
時
も
対
応
し
ま
す
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
、「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す
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＜イメージ図＞

◇所 在 地　
◇賃貸期間
◇賃　　料 　　　　　　　《申込み・問合せ》

　《申込み・問合せ》

▲田舎暮らし体験施設

田舎暮らし体験施設が完成しました

空
き
家・空
き
土
地
を
売
り
た
い・貸
し
た
い

物
件
所
有
者

居
住
す
る
た
め
の
住
宅・土
地
を
探
し
て
い
る

利
用
希
望
者

媒介

豊
岡
市
空
き
家
バ
ン
ク

宅建協会

豊岡市空き家情報登録制度
「空き家バンク」に登録しませんか
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○
家
庭
で
使
っ
た
食
用
油
は
、
古

新
聞
紙
な
ど
に
し
み
込
ま
せ
て

燃
や
す
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い

▽
募
集
人
数

▽
内
容

▽
事
前
説
明
会

▽
感
想
の
紹
介

▽
申
込
方
法

▽
申
込
期
限　

《
問
合
せ
》

○
旅
館
業
、
飲
食
店
な
ど
の
食
用

油
を
大
量
に
使
う
方
は
、
河
川

や
水
路
に
流
出
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
特
に
管
理
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い

○
ボ
イ
ラ
ー
や
タ
ン
ク
を
使
用
す

る
と
き
は
、
腐
食
な
ど
が
な
い

か
点
検
し
て
く
だ
さ
い

○
古
い
灯
油
は
、
市
で
処
分
が
で

き
ま
せ
ん
。
灯
油
を
買
っ
た
業

者
に
相
談
く
だ
さ
い

《
問
合
せ
》

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間

油
は
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ん
の
声
で

歩
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
せ
ん
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
く

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
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幼
児

児
童
・
生
徒

成
人

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代
以
上

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代
以
上

（
年
代
別
）

70

75

80

85

90

95

100

（％）

男性 女性

84.1

91.9

83.7 83.6

73.7

85.5
83.5

87.8 86.487.0
88.3

85.4
83.8

81.8

77.8 78.8

92.0

市では、｢豊岡市健康行動計画｣“豊岡健康ぷらん”の策定に当たり、一昨年市民アンケートを実施しました。
その調査結果を基に、｢朝ごはん｣の大切さを６回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

食で健康づくりを応援①

～毎日  朝ごはんを食べていますか？～

健康川柳

朝食は　今日一日の　エネルギー
かよ子

※とよおか健康川柳から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん

作り方
①キャベツ、ハム、ニンジンは太目のせん切り
にして混ぜる。

②フライパンに油を熱し、①を広げて置き、
塩・こしょうをしてくぼみを作り、卵を割り
入れる。

③ふたをして中火で蒸し焼きにする。
　器に盛り、お好みでケチャップをかける。　

材料（４人分）
・卵　　　　　　４個
・キャベツ　　　１/４個（200ｇ）
・ニンジン　　　１/２本（80ｇ）
・ハム　　　　　２枚　
・油　　　　　　小さじ２
・塩、こしょう　  少々　
・お好みでケチャップ

　苦手な野菜も、蒸し焼きでたっぷりとれます！蒸すことで野菜の甘みが出て、
薄味でもおいしいですよ。

エネルギー　129kcal　
塩分　　　0.8ｇ／１人分

朝ごはん
簡単レシピの紹介

すごもりたまご

○朝ごはんってなぜ大切？

○豊岡市の「朝ごはん」を食べている人の割合

生活リズムが整う
　私たちは24時間周期のリズ
ムを持っています。朝ごはんを
食べることで、このリズムのス
タートスイッチが入ります。

便秘の予防
　食べたり、飲んだりすること
で腸が刺激され、排便しやすく
なります。

体が温まり元気に！
　朝ごはんを食べると体温が
上がり、活動的になります。 　眠っている間、手足は休んでいますが脳

は活動しているので、朝には脳のエネル
ギーは減っています。朝ごはんを抜くと、脳
が栄養不足になり｢いらいら｣｢ボーッ…」。
しっかり食べて、パワーアップ!!

生活習慣病の予防
　私たちの体はエネルギー不足になると、
栄養を取れるときに余分にため込もうとし
ます。その結果、肥満になりやすく、糖尿病、
高血圧、脂質異常症など生活習慣病になり
やすくなります。

朝ごはんのひみつ

家族そろって朝ごはんを
食べるようにしよう！

早寝・早起き・朝ごはん
の習慣をつけよう！

平成20年２月
市民アンケートの結果から

約16％の幼児が朝ごは
んを食べていません。

30歳代の
男性注意！

60歳代の
女性注意！

頭がすっきり！
仕事や勉強に集中!!
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浜
坂
か
ら
遊
覧
船
で
東
方
向
に

行
く
と
、岸き

し

田だ

川が
わ

の
畔
か
ら
浜
坂

礫れ
き

岩が
ん

層
が
、鬼
門
崎
か
ら
竜り

ゅ
う

宮ぐ
う

洞

門
に
か
け
て
矢や

田だ

川が
わ

流
紋
岩
、山

陰
花
崗
岩
、安
山
岩
な
ど
が
現
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
東
に
進
む
と
黒
っ
ぽ
い

安
山
岩
が
上
下
に
割
れ
て
内
部
に

赤
い
石
鉄
鉱
が
含
ま
れ
る「
獅
子

の
口
」な
ど
の
珍
し
い
景
観
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
進
む
と
、火
山
灰
が
堆

積
し
て
で
き
る
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩が
ん

層
が
現
れ

ま
す
。下し

た

荒あ
ら

洞
門
を
過
ぎ
る
と
、足

跡
化
石
の
見
つ
か
っ
た
香
住
層
と

同
じ
礫
岩
砂さ

岩が
ん

層
に
な
り
ま
す
。

　

少
し
内
陸
部
に
入
っ
た
久く

斗と

山や
ま

地
区
か
ら
は
、植
物
化
石
と
と
も

に
タ
ニ
シ
な
ど
の
淡
水
性
の
化
石

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

久く

谷た
に

の
北
に
あ
る
三み

尾お

地
区
で

は
、兵
庫
県
の
天
然
記
念
物
で
あ

る「
三
尾
大
島
」が
あ
り
ま
す
。三

尾
デ
イ
サ
イ
ト（
安
山
岩
と
流
紋

岩
の
中
間
的
性
質
の
火
山
岩
）と

言
わ
れ
る
柱
状
節
理
の
発
達
し
た

岩
石
が
連
な
り
蜂
の
巣
状
の
不
思

議
な
景
観
で
す
。

　

三
尾
デ
イ
サ
イ
ト
は
、照て

ら

来ぎ

層

群
の
デ
イ
サ
イ
ト
質
流
紋
岩
で
宇う

日ひ

流
紋
岩
な
ど
と
同
じ
時
期
の
岩

石
で
す
。

　

香
美
町
と
の
境
界
に
鋸

の
こ
ぎ
り

岬
が

あ
り
ま
す
。鋸
岬
に
は
、海
面
か
ら

4
〜
5
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
直
径

10
メ
ー
ト
ル
程
度
の
旭あ

さ
ひ

洞
門
が
あ

り
、そ
こ
か
ら
見
る
朝
日
は
格
別

の
趣
が
あ
り
ま
す
。海
面
よ
り
高

い
所
に
あ
る
洞
門
は
、か
つ
て
海

面
が
そ
の
高
さ
ま
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
形
を
岩
石
や
地
層

の
関
係
か
ら
次
の
よ
う
な
シ
ナ
リ

オ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　　　　　　   浜　坂

　

浜
坂
海
岸
は
、遊
覧
船
で
海
か

ら
観
察
す
る
と
感
動
的
な
岩
石
海

岸
の
景
色
が
満
喫
で
き
ま
す
。山

陰
海
岸
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
花か

崗こ
う

岩が
ん

が
田た

井い

海
岸
で
、流り

ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

が

鬼き

門も
ん

崎ざ
き

で
見
ら
れ
ま
す
。

　

花
崗
岩
は
、地
下
深
く
で
ゆ
っ

く
り
冷
え
た
岩
石
で
、同
じ
も
の

が
地
表
に
噴
出
し
て
早
く
冷
え
る

と
流
紋
岩
に
な
り
ま
す
。ど
ち
ら

の
岩
石
に
も
磁
鉄
鉱
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。こ
の

岩
石
が
風
化
し
て
川
岸
や
海
岸
で

多
く
の
砂
鉄
が
集
め
ら
れ
ま
す
。

　

山
陰
花
崗
岩
地
帯
で
は
、こ
の

砂
鉄
を
利
用
し
て
古
く
か
ら
製
鉄

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲旭洞門 ▲三尾大島

至豊岡鎧
余部

三尾

田井
久谷

JR山陰本線

土釜

国道178号

国道178号

県道47号

至鳥取
居組

新温泉町

香美町

諸寄

久斗山

浜
坂
港

城
山
公
園

浜坂

国道 9号 /湯村へ

鎧
の
袖

伊
笹
岬

釣
鐘
洞
門

下
荒
洞
門

三
尾
大
島

（
凝
灰
岩
層
）

獅
子
の
口

竜
宮
洞
門

鬼
門
崎

（
礫
岩
層
）

（
旭
洞
門
）
鋸
岬

図「浜坂」

　

約
6
千
万
年
前（
古こ

第だ
い

三さ
ん

紀き

）に

矢
田
川
流
紋
岩
・
山
陰
花
崗
岩
が

引
き
裂
か
れ
て
、低
地
に
は
浜
坂

礫
岩
層
が
堆
積
し
ま
す
。そ
の
後

の
安
山
岩
活
動
に
よ
り「
獅
子
の

口
」な
ど
が
で
き
、低
地
の
湖
に
砂

岩
泥
岩
凝
灰
岩
が
堆
積
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
日
本
海
が
拡
大
し
、約

3
0
0
万
年
前（
鮮せ

ん

新し
ん

世せ
い

）に
な
っ

て
流
紋
岩
の
火
山
活
動
に
よ
り
日

本
列
島
が
隆
起
し
た
こ
ろ
、「
三
尾

大
島
」の
デ
イ
サ
イ
ト
の
柱
状
節

理
が
で
き
ま
し
た
。

▲凝灰岩層

▲竜宮洞門



豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
の
提
言
書
を
受
理

目
指
す
将
来
像
は
環
境
先
進
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

Ｓさ

と

や

ま

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
実
習

大
学
生
と
研
究
員
が
田た

結い

区
を
調
査
し
ま
し
た

【
9
月
】

24
日
・
第
64
回
国
民
体
育
大
会
お

よ
び
第
9
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
本
市
出
身

選
手
激
励
会
開
催

30
日
・
出
石
永
楽
館
狂
言
鑑
賞
教

室
開
催

　
　

・
戦
没
者
追
悼
式
開
催

【
10
月
】

１
日
・
ｅ
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

始

　
　

・
台
風
9
号
・
豊
岡
市
災
害

警
戒
本
部（
豊
岡
・
城
崎
・

日
高
・
但
東
地
域
）解
散

　
　

・
府
中
小
学
校
屋
外
運
動
場

照
明
施
設
点
灯
式

　
　

・
空
き
家
情
報
登
録
制
度

「
空
き
家
バ
ン
ク
」を
開
始

5
日
・「
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
」

提
言
書
を
受
理

6
日
・
市
長
の
出
前
講
座（
出
石
中
、

日
高
西
中
）

7
日
・
台
風
18
号
・
豊
岡
市
災
害

警
戒
本
部
設
置（
8
日
解
散
）

　
　

・「
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
」

　
　
　

提
言
書
の
意
見
募
集（
〜

21
日
）

9
日
・
市
長
の
出
前
講
座（
日
高

東
中
、
豊
岡
南
中
）

　
　

・「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」城
崎
温

泉
・
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
参
加
者
１
万
人
達
成

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

市
で
は
、「
市
役
所
新
庁
舎
建
設

に
当
た
っ
て
は
、
現
本
庁
舎
を
保

存
し
、
活
用
す
る
方
向
で
基
本
設

計
を
進
め
る
」方
針
を
9
月
市
議

会
で
説
明
し
、
新
庁
舎
建
設
基
本

設
計
業
務
の
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
設
計
を
進
め
て
い
く
上
で

は
、
現
本
庁
舎
の
活
用
方
法
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
機
能
面
、
費
用
面
お
よ
び

財
源
面
の
3
つ
を
軸
に
検
討
を
進

め
た
結
果
、
次
の
と
お
り
現
本
庁

舎
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
現
本
庁
舎
の
１
階
部
分
は
、
交

流
機
能

（
イ
ベ
ン

ト
・
会

議
な
ど

に
利
用

す
る
ス

ペ
ー
ス
）

と
し
、

前
庭
と

合
わ
せ

て
活
用

し
、
交
流
機
能
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

②
2
階
部
分
は
、
元
々
旧
豊
岡
町

の
議
場
と
し
て
設
計
・
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。
重
厚
さ

と
風
格
を
備
え
た
空
間
を
生
か

す
こ
と
と
し
、
建
築
当
初
の
内

装
を
復
元
し
、
必
要
な
装
飾
を

加
え
た
上
で
、
議
会
の
独
立
性

を
重
ん
じ
、
市
民
の
代
表
者
が

議
論
を
戦
わ
せ
る「
市
政
の
歴

史
を
刻
む
場
」と
し
て
、
議
場

と
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
3
階
部
分
は
、
建
築
基
準
法
上

の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現

在
用
途
は
未
定
で
す
。

　

今
後
、
市
議
会
で
の
議
論
や
庁

舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の
調
査

報
告
書
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え
、

設
計
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

11
月
末
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
た
段
階
で
説
明
す
る
予
定
で

す
。

　

市
で
は
、
東
京
大
学
と
国
連
大

学
高
等
研
究
所
と
連
携
し
て
、
昨

年
度
か
ら「
日
本
・
ア
ジ
ア
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
」と
題
し
た
講
義
・
演
習
・

実
習
統
合
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
里
山
に

代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
地
域
資
源

の
利
用
・
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
実
践
お
よ
び
国
際
的
な

交
流
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
や
世
界

に
発
信
で
き
る
国
際
的
な
環
境
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

東
京
大
学
生
と
国
連
大
学
研
究

員
が
、
9
月
29
日
か
ら
10
月
2
日

ま
で
滞
在
し
、「
生
物
多
様
性
と
農

業
」の
テ
ー
マ
の
下
、
県
立
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
な
ど
で
の
合
同

実
習
や
、
田
結
区
の
谷
あ
い
を
中

心
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
グ
ル

ー
プ
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
市
内
の
高
校
生
や

地
域
住
民
を
交
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
、
豊
か
な
生
態
系
、

そ
れ
ら
を
生
か
し
た
観
光
ツ
ア
ー

な
ど
の
提
案
、
地
域
住
民
と
自

然
の
か
か

わ
り
に
つ

い
て
な
ど
、

グ
ル
ー
プ

別
に
研
究

成
果
の
報

告
を
行
い

ま
し
た
。

　

10
月
5
日
、
豊
岡
市
経
済
成
長

戦
略
会
議
か
ら
、
今
後
10
年
間
で

重
点
的
に
取
組
む
戦
略（
検
討
）プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
込
ん
だ「
豊

岡
市
経
済
成
長
戦
略
」の
提
言
書

が
中
貝
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、
目
指
す
べ
き
豊
岡

▲フィールドでのグループ実習

の
将
来
像
を
環
境
先
進
都
市「
豊

岡
エ
コ
バ
レ
ー
」（
エ
コ
＝
エ
コ
ロ

ジ
ー
、
バ
レ
ー
＝
盆
地
）と
し
、
そ

れ
に
向
け
て
取
り
組
む
、
環
境
経

済
の
推
進
や
観
光
客
誘
致
、
定
住

促
進
な
ど
の
20
事
業
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
役
所
新
庁
舎
建
設

現
本
庁
舎
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

▲議場イメージ図
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「
一
人
の
カ
リ
ス
マ
よ
り
も
た

く
さ
ん
の
ヒ
ー
ロ
ー
」

　

伊
勢
丹
の
カ
リ
ス
マ
バ
イ
ヤ
ー

と
呼
ば
れ
た
藤
巻
幸
夫
さ
ん
が
経

営
破
た
ん
し
た
福
助
を
再
建
し
た

と
き
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
社
長

一
人
頑
張
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。
一
人
ひ
と
り
の
社
員
が
や

る
気
を
取
り
戻
す
こ
と
。

　

わ
が
市
役
所
は
ど
う
か
？「
俺

が
俺
が
」と
力
が
入
っ
て
い
て
、

恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
市
長
が
ど
う
で
あ
れ
頑
張
っ

て
い
る
職
員
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
昨
年
の
こ
と
。
予
算
査
定
中

の
会
議
室
に
、
突
然
、
税
務
担
当

の
職
員
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。「
市

長
、1
分
だ
け
時
間
を
く
だ
さ
い
」

　

彼
は
、
持
っ
て
い
た
封
筒
か
ら

何
や
ら
取
り
出
し
て
ト
ン
と
私
の

目
の
前
に
置
き
ま
し
た
。「
1
千
万

円
あ
り
ま
す
」「
ど
、ど
う
し
た
の
、

こ
れ
？
」「
税
の
滞
納
で
差
し
押
さ

え
て
い
た
土
地
が
売
れ
ま
し
た
」。

　

財
政
課
長
は
、と
見
る
と
、ほ
こ

ろ
ん
だ
顔
で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
ぴ
ょ
こ
ん
と
頭
を
下

げ
て
い
ま
す
。

　

生
活
相
談
員
は
、
複
数
の
サ
ラ

金
の
借
金
で
苦
し
ん
で
い
る
人
の

相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
法
律

の
制
限
を
超
え
る
利
息
を
払
わ

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
、相
談

員
は
、
司
法
書
士
な
ど
と
一
緒

に
過
払
い
利
息
を
取
り
戻
し
て
い

ま
す
。
サ
ラ
金
と
交
渉
し
、
と
き

に
サ
ラ
金
を
裁
判
に
訴
え
た
り
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
2
9
2
人

の
方
に
つ
い
て
約
2
億
3
千
万
円

を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
約
7
千
万
円
を
市
税
の
納
付

に
回
し
て
い
た
だ
き
、
残
り
約
1 

億
6
千
万
円
が
本
人
の
元
に
戻
り

ま
し
た
。
何
よ
り
、
多
重
債
務
者

の
人
生
に
再
び
光
が
差
し
た
こ
と

が
、
相
談
員
の
最
大
の
喜
び
で
す
。

　

遠
隔
地
の
方
で
、
窓
口
の
対

応
が
良
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

1
0
0
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
て
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

国
で
は
、
官
僚
叩
き
が
絶
頂
で

す
が
、
豊
岡
は
、「
職
員
、
頑
張

れ
！
」で
す
。

た
く
さ
ん
の
ヒ
ー
ロ
ー

24

　

9
月
30
日
、
出
石
永
楽
館
で
、

狂
言
鑑
賞
教
室
を
開
催
し
、
市
内

の
全
小
学
校
6
年
生
8
7
0
人
が

狂
言
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
、
か
つ
て
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動
で
修
学
旅

行
の
実
施
な
ど
に
影
響
を
受
け
た

児
童
に
笑
い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
学
校
生
活
を
送

っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、茂
山
千せ

ん

之の

丞じ
ょ
う

さ
ん
の「
温

か
み
の
あ
る
出
石
永
楽
館
で
、
子

ど
も
た
ち
に
狂
言
の
面
白
さ
を

伝
え
た
い
」と
い
う
好
意
も
あ
り
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
最
初
に
、
狂
言
の
楽

し
み
方
を
学
び
ま
し
た
。
舞
台
を

三
角
形
を
描
く
よ
う
に
歩
く
と
場

面
が
変
わ
る
こ
と
や
、
黒
い
蔓か

ず
ら

桶お
け

は
器
や
い
す
、
木
な
ど
に
、
ま
た
、

扇
は
杯

さ
か
ず
き

や
の
こ
ぎ
り
に
な
る
な
ど
、

実
演
を
交
え
て
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
、
教
科

書
に
載
っ
て
い
る「
柿か

き

山や
ま

伏ぶ
し

」や
一

休
さ
ん
の
水
あ
め
の
と
ん
ち
話
で

▲柿の盗み食いがばれないように烏
のまねをする山伏

も
有
名
な「
附ぶ

子す

」を
鑑
賞
し
、
こ

っ
け
い
で
し
ゃ
れ
の
効
い
た
芝
居

に
、何
度
も
大
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
が
市
内
の
全
中
学
校

に
出
向
き
、
将
来
の
豊
岡
を
担
う

中
学
3
年
生
に
、「
豊
岡
の
挑
戦
」

と
題
し
た
講
演
を
行
う「
市
長
の

出
前
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
6
日
は
、
出
石
中
学
校
と

日
高
西
中
学
校
で
行
い
ま
し
た
が
、

豊
岡
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
を
聴
く

生
徒
の
ま
な
ざ
し
は
真
剣
そ
の
も

の
で
し
た
。

　

講
演
後
、
生
徒
か
ら「
小
さ
な

世
界
都
市
に
し
て
い
く
た
め
に
中

学
生
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」や

「
ど
う
し
た
ら
神
鍋
の
観
光
客
が

増
え
る
か
」、
ま
た「
副
市
長
を
全

国
か
ら
公
募
し
た
理
由
は
何
か
」

な
ど
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質

問
に「
ま
ず
は
豊
岡
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
」、「
神
鍋
を
ス
ポ

ー
ツ
の
メ
ッ
カ
に
す
る
た
め
大
会

を
誘
致
す
る
こ
と
や
城
崎
・
出
石

な
ど
市
全
部
で
連
携
し
な
が
ら
頑

張
る
こ
と
が
大
切
」、「
一
つ
の
チ

▲市長の出前講座（出石中学校）

ー
ム
で
あ
る
豊
岡
市
役
所
を
も
っ

と
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
に
す
る
た

め
、
民
間
経
験
者
を
広
く
募
集
し
、

い
い
コ

ー
チ
と

し
て
招

き
た
か

っ
た
か

ら
」
な

ど
と
答

え
て
い

ま
し
た
。

出
石
永
楽
館
狂
言
鑑
賞
教
室
を
開
催小

学
6
年
生
の
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た

市
長
の
出
前
講
座
を
開
催

市
内
の
中
学
３
年
生
に
豊
岡
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
ま
し
た
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第
18
回
城
崎
レ
ガ
ッ
タ

個
人
の
技
よ
り〝
チ
ー
ム
力
〟‼

城 崎城 崎

竹
野･

森
本
へ
き
地
保
育
園
イ
モ
掘
り
交
流
会

力
を
込
め
て
引
き
抜
く
ぞ
‼

竹 野竹 野

守
ろ
う
１じ
ゅ
う
は
ち
ま
ん

８
０
０
０
０
の
ひ
と
み

市
民
９
万
人
の
目
大
切
に

一
生
の
付
き
合
い

豊 岡豊 岡

▲声を掛け合いながら、チームで力を合わせてゴールを
目指す参加者たち

　

10
月
3
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
目
の
愛
護
デ

ー
イ
ベ
ン
ト「
守
ろ
う
1
8
0
0
0
0
の
ひ
と
み
」を

開
催
し
、
約
1
4
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
目
の
病
気
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

生
活
習
慣
病
か
ら
来
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

当
日
は
、
講
演
だ
け
で
な
く
、
栄
養
指
導
や
目
の
無

料
健
康
相
談
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
立
豊
岡
病
院
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
眼
科
セ
ン
タ

ー
医
師
の
須す

田だ

謙け
ん

史じ

さ
ん
は
、「
わ
ざ
わ
ざ
病
院
に
行

か
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
こ
と
も

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
が
治
療
に
結
び
付
く
場

合
も
あ
り
ま
す
」と
話
し
な
が
ら
、
相
談
に
丁
寧
に
答

え
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
4
日
、
円
山
川
城
崎
漕そ

う

艇て
い

場（
城
崎
町
楽さ

さ々

浦う
ら

）で「
第
18
回
城
崎
レ
ガ
ッ
タ
」を
開
催
し
、
17
団

体
96
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
レ
ガ
ッ
タ
」と
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
こ
と
で
、

4
人
の
漕
ぎ
手
と
コ
ッ
ク
ス（
舵だ

手し
ゅ

）の
5
人
で
レ
ー

ス
を
競
う
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
経
験
者
の
部
と
初
心

者
の
部
）と
、
1
人
漕
ぎ
の
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル（
経
験

者
の
部
）の
2
種
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
レ
ガ
ッ
タ
に
参
加
し
た
山
本
裕ひ

ろ

子こ

さ
ん

（
田た

結い

）は
、「
早
く
漕
ぐ
の
で
は
な
く
、
そ
ろ
え
る
こ

と
が
基
本
と
聞
い
て
、
チ
ー
ム
全
員
が
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
川
面
か
ら
見
る
景
色
も
最
高
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
、
竹
野
保
育
園
と
森
本
へ
き
地
保
育
園

合
同
の
イ
モ
掘
り
交
流
会
を
、
竹
野
町
河か

わ
ち内

の
達
富

鶴
己
さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
空
模
様

の
中
、
竹
野
保
育
園
の
3
･
4
歳
児
28
人
と
、
森
本

へ
き
地
保
育
園
の
3
〜
5
歳
児
10
人
が
、
達
富
さ
ん

か
ら
掘
り
方
を
教
わ
り
、
雲
も
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま

い
そ
う
な
ほ
ど
元
気
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
ま
し
た
。

　

竹
野
保
育
園
の
長
岡
莉り

生お

ち
ゃ
ん（
4
歳
）は
、「
重

く
て
な
か
な
か
抜
け
な
か
っ
た
」と
話
し
、
森
本
へ

き
地
保
育
園
の
福
丸
文み

野や

ち
ゃ
ん（
5
歳
）は
、「
た
く

さ
ん
掘
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
早
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て

食
べ
た
い
な
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲外食の栄養量表示の前で、食事指導を受ける来場者

▲サツマイモ掘りをする園児たち。｢重くてなかなか　
抜けないね」
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如に
ょ
う
か
ぐ
ら

布
神
楽

獅し

し子
が
４
つ
の
舞
を
披
露
し

観
客
を
魅
了

但 東但 東

第
27
回
日
高
町
５
歳
児
運
動
会

日
高
地
域
の
５
歳
児
の

笑
顔
と
交
流
の
輪
が
広
が
る

日 高日 高

エ
コ
教
室

地
球
温
暖
化
の
進
行
を
止
め
よ
う
！

身
近
に
で
き
る「
エ
コ
活
動
」

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲「よいしょ、よいしょ！」みんなで綱引き、楽しいね

　

10
月
2
日
、
第
27
回
日
高
町
5
歳
児
運
動
会
を
、

日
高
町
名
色
の
県
立
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催
し
、
日
高

地
域
の
幼
稚
園
と
保
育
所
9
園
か
ら
5
歳
児（
小
学

校
就
学
前
児
）1
5
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
豊
岡
市
日
高
町
幼
保
連
絡
協
議
会
が
日

高
地
域
の
幼
稚
園
・
保
育
所
職
員
の
連
携
と
5
歳
児

の
親
睦
・
交
流
を
図
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
ら
は
、
赤
・
白
・
青
・
黄
の
4
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
綱
引
き
や
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
や

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
三
方
幼
稚
園
の
竹
林
花は

菜な

ち
ゃ
ん
は
、「
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
楽
し
い
。

一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
ね
」と
他
の
園
の
園
児

に
笑
顔
で
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

▲天狗と獅子が世の中の平和を喜んで舞う｢天狗の舞」　

　

10
月
12
日
、
但
東
町
中
山
の
如
布
神
社
周
辺
で「
如

布
神
楽
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

如
布
神
楽
は
、
小
田
井
の
小
田
井
神
社
に
伝
わ
る

四
曲（
幣へ

い

・
剣つ

る
ぎ

・
天て

ん

狗ぐ

・
乱ら

ん

）の
舞
を
昭
和
46
年
に
如

布
青
年
会
が
継
承
し
た
も
の
で
す
。

　

同
会
の
青
年
や
地
元
の
中
学
・
高
校
生
ら
は
、
高

さ
約
5
メ
ー
ト
ル
の
屋
台
を
引
き
な
が
ら
、
区
内
の

3
カ
所
で
、
囃は

や
し子

に
合
わ
せ
て
2
曲
ず
つ
獅し

子し

を
舞

い
、
最
後
は
境
内
で
四
曲
の
舞
を
奉
納
す
る
と
、
観

客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
渋し

ぶ

谷や

未み

来き

生お

さ
ん
は「
場
所
に
よ
り
、
獅
子

を
舞
う
距
離
感
が
難
し
い
。
い
つ
ま
で
も
伝
統
文
化

を
継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
、
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
、
身
近
な

エ
コ
を
考
え
る「
エ
コ
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
球
温
暖
化
防
止
出
石
」の
メ
ン
バ
ー
4
人
が
、

地
球
の
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
な
ど
を
例
に
挙
げ
、

「
地
球
は
大
き
な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
。
治
す
こ

と
は
無
理
だ
が
、進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
る
」

と
、
寸
劇
を
交
え
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
や
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
な
ど
の
エ
コ
活
動
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

幼
児
を
連
れ
て
参
加
し
た
子
育
て
中
の
母
親
た
ち

は
、
家
計
を
預
っ
て
い
る
た
め
か
、
簡
単
な「
エ
コ

活
動
」は
実
施
済
み
の
様
子
で
し
た
。

　

最
初
は
面
倒
で
も
、
習
慣
に
な
れ
ば「
当
た
り
前
」

の
エ
コ
活
動
。
少
し
ず
つ
で
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▲母親向けの｢エコ教室｣。幼児も｢劇｣には興味津々！
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出
石
の
町
が
好
き

　
「
ま
あ
、
上あ

が
ん
に
ゃ
あ
な
」と

気
さ
く
な
出
石
弁
で
、
自
宅
で
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
出
石
で
そ

ば
屋
を
営
む
傍
ら
、
自
ら
立
ち
上

げ
た
市
民
劇
団「
劇
団
憧あ

こ

憬が
れ

チ
ャ

ン
プ
ル
ー
」の
代
表
を
務
め
て
い

る
中
嶋
勝
己
さ
ん
。

　

親
し
い
友
人
ら
に「
一
緒
に
芝

居
を
や
ろ
う
」と
声
を
掛
け
、
劇

団
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
平
成
17

年
の
こ
と
。
劇
団
名
の「
憧
憬
チ

ャ
ン
プ
ル
ー
」は
、
芝
居
に
対
す

る
憧
れ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や

感
性
が
混
じ
り
合
う
と
い
う
思
い

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、「
芝
居
が
好
き
。

そ
し
て
、
出
石
の
町
が
大
好
き
。

だ
か
ら
出
石
を
舞
台
に
し
た
芝
居

を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
動
機
は
至

っ
て
単
純
で
す
」と
笑
い
な
が
ら

話
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
苦
労

　

劇
団
の
公
演
は
、
年
に
１
回
、

地
元
の
出
石
永
楽
館
で
行
い
ま
す
。

毎
回
、
チ
ケ
ッ
ト
は
発
売
と
同
時

に
す
ぐ
に
完
売
と
い
う
人
気
ぶ
り

で
、
特
に
昨
年
の
公
演
で
は
、
中

貝
市
長
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と

し
て
お
奉
行
役
で
登
場
す
る
な
ど
、

満
員
の
観
客
を
大
い
に

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、
役
者

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

演
出
、
脚
本
も
担
当
し

ま
す
。
中
で
も
脚
本
は
、

前
年
の
公
演
が
終
わ
っ

た
直
後
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
考
え
、
約
3
カ
月
か
け
て
約
50

ペ
ー
ジ
、
１
時
間
半
の
台
本
を
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、「
公
演
に
は
毎
回

新
作
を
書
き
、
再
演
は
や
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
内
容
は
人
情
話
の

時
代
劇
で
す
が
、
悪
者（
悪
役
）

は
作
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ン
バ
ラ
で

人
が
死
ぬ
シ
ー
ン
も
や
り
ま
せ
ん
。

出
石
に
は
、
そ
ん
な
悪
い
人
は
い

な
い
か
ら
。
で
も
そ
れ
だ
け
に
時

代
劇
の
脚
本
と
し
て
書
く
の
は
と

て
も
難
し
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

伝
え
た
い
言
葉

　

稽け
い

古こ

は
、
週
に
１
回
、
中
嶋
さ

ん
の
自
宅
倉
庫
に
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
て
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
飛
び

交
う
の
は
、
出
石
弁
で
し
ゃ
べ
る

役
者
た
ち
の
セ
リ
フ
で
す
。

　
「
出
石
が
舞
台
の
芝
居
だ
か
ら
、

セ
リ
フ
に
も
出
石
弁
を
使
い
ま
す
。

方
言
を
伝
え
る
と
き
、
文
章
な
ど

で
書
き
記
し
て
も
、
ア
ク
セ
ン
ト

や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
細
か
い

ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
は
な
か
な
か
伝

え
き
れ
ま
せ
ん
。
で
も
芝
居
の
セ

リ
フ
で
な
ら
、
そ
れ
が
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
簡
単
に
伝
え
ら
れ

ま
す
。
出
石
弁
を
伝
え
る
こ
と
は
、

出
石
の
風
情
や
情
緒
、
歴
史
や
文

化
を
伝
え
る
こ
と
な
の
だ
と
思
い

ま
す
」と
中
嶋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

面
白
く
て
や
め
ら
れ
な
い

　
「
劇
団
の
仲
間
と
ス
タ
ッ
フ
、

家
族
や
友
人
、
そ
し
て
芝
居
を
観

に
来
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ん
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
出
石
の
魅
力
を
伝
え
る
楽
し

い
芝
居
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
芝
居
は
面
白
く
て
や
め

ら
れ
ま
せ
ん
」と
中
嶋
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　

今
年
の
公
演
は
10
月
28
日
。
本

番
に
向
け
て
最
後
の
仕
上
げ
と
、

準
備
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
市
民
劇
団
を
立
ち
上
げ
、出
石
の
魅
力
を
、

出
石
弁
を
交
え
た
芝
居
で
伝
え
て
い
る
元
気
な
男
性
を
紹

介
し
ま
す
。

中
嶋
勝
己
さ
ん（
46
歳
）出
石
町
町
分

▲劇団憧憬チャンプルーの代
表を務める中嶋さん。そば屋
を経営。趣味は、芝居、ゴルフ

出
石
の
魅
力
を
芝
居
で
伝
え
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

昨年の公演の様子
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た
ん
た
ん
ト
ン
ネ
ル
の
近
く
に

位
置
す
る「
資
母
保
育
園
」（
但
東

町
中
山
）。

　

10
月
６
日
、「
お
月
さ
ま
の
つ
ど

い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の

様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

お
月
さ
ま
、あ
り
が
と
う

　

自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
た
め
、

今
日
は「
お
月
さ
ま
」に「
あ
り
が

と
う
」を
言
う
日
で
す
。

　
「
お
月
見
」と
言

え
ば
団
子
。
早
速
、

園
児
た
ち
は
、
団

子
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

団
子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
！

　
「
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
！
」

す
ぐ
に
で
も
作

り
た
い
気
持
ち
を

抑
え
て
、
き
ち
ん
と
手

を
洗
い
ま
す
。
つ
め
が
伸
び
て
い

な
い
か
ど
う
か
も

確
認
し
、
2
歳
児

は
お
供
え
用
の
白

い
団
子
を
、
3

〜
4
歳
児
は
お

や
つ
の
時
間
に
自
分

た
ち
で
食
べ
る
カ
ボ

チ
ャ
入
り
の
団
子
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
で
き
た
！
」「
丸
く
な
っ
た
！
」

最
初
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
団
子

作
り
も
先
生
の

指
導
の
お
か

げ
で
次
第
に

上
手
に
な
り
ま
し
た
。

へ
ー
ん
し
ん
！
ど
ろ
ろ
ん
‼

　

団
子
が
で
き
れ
ば
、
準
備
も
Ｏ

Ｋ
。
楽
し
い「
お
月
さ
ま
の
つ
ど

い
」の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

す
る
と
、「
へ
ー
ん
し
ん
！
ど
ろ

ろ
ん
」と
言
い
な
が
ら
、ビ
ニ
ー
ル

袋
で
作
っ
た
タ
ヌ
キ
の
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
鼻
と
耳
、
ひ
げ
を
付

け
て
、
先
生
も
一
緒
に
、
か
わ
い

い
タ
ヌ
キ
に
変
身
で
す
。

　

お
月
見
の
話
が
書
か
れ
た
絵
本

を
園
長
先
生
に
呼
ん
で
も
ら
っ
た

り
、「
ポ
ン
ポ
コ
た

ぬ
き
」の
歌
を
近

く
の
山
に
住
ん

で
い
る（
？
）タ

ヌ
キ
に
聞
こ
え

る
よ
う
に
大
き

な
声
で
歌
っ
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
作
っ
た

ち
ょ
う
ち
ん
を
持

っ
て
、
足
に
ボ
ー
ル
を
挟
ん
で
競

争
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
…
。
楽

し
い
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
気
持
ち
も〝
ま
ん
ま
る
〟

　
　
　

み
ん
な
仲
良
し
！

　

最
後
は
、
み
ん

な
で
手
を
つ
な
い

で「
ま
ん
ま
る
お

ん
ど
」。
園
児
た

ち
も
先
生
た
ち
も
、

輪
に
な
っ
て
元
気

に
踊
り
ま
し
た
。

　
「
お
月
さ
ま
」の

よ
う
に
、
み
ん
な

気
持
ち
も
丸
く
な
り
、
す
て
き
な

つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
に
通
用
す
る
選
手
を
育
て
た
い
！

『
出
石
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
』（
出
石
）

　

平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
た「
出

石
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
」（
井
上
敏
和

会
長
）は
、
主
に
出
石
・
但
東
地

域
在
住
の
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生

ま
で
の
27
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
、
出
石

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
出
石
町
宵

田
）2
階
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
、

ま
た
、
男
子
と
女
子
と
が
合

同
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
準
備
体

操
か
ら
打
ち
込
み（
技
の
掛

け
合
い
）、
投
げ
込
み
、そ
し

て
実
戦
形
式
の
乱
取
り
を
1

時
間
半
〜
2
時
間
も
の
間
続

け
ま
す
。
時
に
は
、
指
導
者
の
厳

し
い
言
葉
も
飛
び
、
練
習
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
、
道
場
の
窓
ガ
ラ
ス

が
曇
る
ほ
ど
の
熱
気
で
す
。

　

副
会
長
で
指
導
者
の
矢
野
目
和

広
さ
ん（
出
石
町
鉄
砲
）は「
男
子

は
、
同
じ
階
級
で
も
相
手
と
体
格

に
差
が
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
女

子
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
出
な
い
の
で
、

上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
や
す
い
」

と
話
し
ま
す
。
実
際
、
中
学
校
の

県
大
会
で
準
優
勝
し
た
り
、
高
校

の
柔
道
選
手
権
で
全
国
制
覇
し
た

女
子
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
の
男
子
高
校
生
も
、
但
馬
大
会

で
優
勝
し
た
実
績
を
持
ち
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
、
学
年
の
隔

た
り
な
く
仲
良
く
で
き
る
こ
と
で

す
。
し
か
も
年
上
の
子
が
年
下
の

子
の
指
導
を
し
て
、
小
さ
な
子
も

礼
儀
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

兄
弟
姉
妹
で
入

会
す
る
方
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
な

る
と
黒
帯
を
取

る
こ
と
が
で
き

る
年
齢
に
な
る

た
め
、
当
面
の
ク
ラ
ブ
生
の
目
標

は「
中
学
生
で
黒
帯
を
取
る
こ
と
」

で
す
。

　

矢
野
目
さ
ん
は「
こ
の
ク
ラ
ブ

の
卒
業
生
は
、
社
会
人
に
な
っ
て

も
指
導
助
手
を
し
て
く
れ
る
。
若

手
が
次
々
と
育
つ
の
で
、
世
代
交

代
が
案
外
ス
ム
ー
ズ
」と
話
し
ま

す
。
半
面
、「
中
学
校
、
高
校
で
は
、

指
導
者
不
足
の
せ
い
か
、
活
動
環

境
が
不
十
分
」と
の
悩
み
も
…
。

　

入
会
希
望
は
、
矢
野
目
さ
ん
ま

で
。
☎
52
－
2
1
0
0

資し

母ぼ

保
育
園
（
但
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
19
人
〉

保
育
園
に
広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

�

▲乱取りの様子
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
7
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ラ
ム
サ
ー
ル
へ
の
道

　

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル

　

住
ま
い
は
、
住
む
方
の
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め

に
、
最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
近
く
の
信

頼
で
き
る
工
務
店
に
見
積
も
り
を

も
ら
い
、
検
討
し
た
上
で
工
事
を

依
頼
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

し
か
し
、
た
ま
た
ま
訪
問
し
て

き
た
業
者
に
、し
つ
こ
く
リ
フ
ォ
ー

ム
を
迫
ら
れ
、
契
約
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
る
と
き
は

　

家
族
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
箇
所

や
資
金
、
工
事
業
者
を
ど
こ
に
す

る
か
な
ど
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
事
前
に「
ひ
ょ
う
ご
住
ま

い
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」な
ど

で
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

■
訪
問
販
売
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を

　
　
　
　
　
　

勧
め
ら
れ
た
と
き

　

リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

建
築
確
認
が
必
要

な
い
た
め
、
耐
震

改
修
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
工
事
な
ど
を
勧
誘
す
る
業

者
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

突
然
、
業
者
が
訪
問
し
た
と
き

は
、
会
社
の
所
在
地
・
名
称
・
身

分
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
、
そ

の
会
社
が
実
際
に
存
在
す
る
か
な

ど
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契

約
す
る
前
に
、
家
族
や
知
人
と
相

談
し
、
少
し
で
も
不
安
が
あ
れ
ば
、

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
悪
質
業
者
に
ご
用
心
！

　

悪
質
業
者
の
手
口

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
の

で
、用
心
し
ま
し
ょ
う
。

▽
し
つ
こ
い
訪
問
営
業
⋮
頼
み

も
し
な
い
の
に
、
突
然
訪
問
し
、

断
っ
て
も
何
回
も
来
訪
す
る
。

▽
不
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
⋮
屋
根

の
改
修
工
事
の
訪
問
販
売
な
の

に
、「
今
契
約
す
れ
ば
、
玄
関
ド

ア
の
取
替
え
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま

す
」な
ど
と
契
約
を
勧
め
る
。

▽
点
検
商
法
⋮「
床
下
の
無
料
点

検
に
来
ま
し
た
」や
、「
屋
根
の

無
料
点
検
に
来
ま
し
た
」「
点
検

は
今
な
ら
無
料
な
の
で
、
ぜ
ひ

受
け
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
点

検
を
装
い
、
工
事
を
勧
誘
す
る
。

▽
見
本
工
事
商
法
⋮「
立
地
条
件

が
良
い
の
で
、
物
干
し
場
の
モ

デ
ル
工
事
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」と
工
事
契
約
を
勧
め
る
。

▽
モ
ニ
タ
ー
商
法
⋮「
今
モ
ニ
タ
ー

に
な
れ
ば
費
用
は
半
額
で
す
」

と
強
引
に
契
約
を
迫
る
。

▽
不
安
を
あ
お
る
⋮
無
料
の
耐
震

診
断
を
持
ち
掛
け
、「
今
す
ぐ
修

理
し
な
い
と
地
震
の
と
き
に
壊

れ
る
」と
不
安
を
あ
お
る
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

訪
問
販
売
の
場
合
は
、「
特
定
商

取
引
に
関
す
る
法
律
」が
適
用
さ

れ
、
契
約
日
か
ら
8
日
以
内
の
場

合
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件

解
約
）を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
消
費
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス

・
契
約
前
に
、工

事
を
依
頼
す
る

か
ど
う
か
十
分

に
検
討
す
る
。

・
見
積
書
の
提
出
を
渋
る
業
者
に

は
注
意
し
、
必
ず
改
修
設
計
図

面
や
工
程
表
の
提
出
を
求
め
る
。

・
工
事
完
成
後
、
契
約
ど
お
り
に

で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
ま
で

は
、代
金
を
全
額
支
払
わ
な
い
。

　

詳
細
は
、
く
ら
し
の
相
談
室
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

　

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

イ
ラ
ン
に
あ
る
カ
ス
ピ
海
沿
岸

の
ま
ち
・
ラ
ム
サ
ー
ル
で
締
結（
1

9
7
1
年
）さ
れ
た
条
約
だ
か
ら

通
称「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」。
本
当

の
名
前
は「
特
に
水
鳥
の
生
息
地

と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に

関
す
る
条
約
」（
長
い
！
）っ
て
言

う
ん
だ
。

　

ジ
メ
ジ
メ
し
た
湿
地
は
、「
不

要
な
も
の
」と
し
て
宅
地
や
農
地

な
ど
開
発
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

け
ど
、
そ
こ
に
は
無
数
の
生
き
も

の
が
い
て
、
生
物
多
様
性
を
支
え
、

人
間
を
含
む
生
態
系
を
し
っ
か
り

と
下
支
え
し
て
い
る
。

　
「
国
と
国
と
が
手
を
つ
な
ぎ
、

世
界
中
で
急
速
に
姿
を
消
し
つ
つ

あ
る
湿
地
を
守
ろ
う
！
」ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
は
、
湿
地
が
持
つ
重
要
な

機
能
を「
評
価
」す
る
国
際
条
約
な

ん
だ
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
湿
地
を
生
息

場
所
と
す
る
鳥
だ
よ
ね
。
何
と
な

く
豊
岡
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
て

き
た
か
な
？

　

次
回
か
ら
豊
岡
が
進
む
ラ
ム
サ
ー

ル
へ
の
道
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ヨ
。

お
楽
し
み
に
！

　

最
近
、「
ラ
ム
サ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
を
何
度
か
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
け
ど
、
い
っ
た
い
何
の
こ
と
？

　

市
が
登
録
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
つ
い
て
、

豊
岡
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ラ
ム
サ
ル
君
」が
6
回
シ
リ
ー
ズ

で
解
説
し
ま
す
！

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
☎
21

－

9
0
1
7

〜
国
際
条
約
の
湿
地
登
録
に
向
け
て
〜 1

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、

湿
地
を「
評
価
」す
る
条
約
な
ん
だ
！

はじめまして
「ラムサル君」です！ラムサル君

1971年生まれ

　ラム（羊）の帽子
をかぶったおサル
さん。木の上では
なく、湿地に暮らし
ている

　ラムサール条約
について、分かり
やすく話すこと

名前

特徴

仕事
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▽
中
田
蓮れ
ん

生せ
い（

出
石
幼
）

▽
岸
本
葵あ
い

里り（
寺
坂
小
1
年
）

▽
三み

好よ
し

真ま
さ

能よ
し（

弘
道
小
2
年
）

▽
塚
本　

誉ほ
ま
れ（

弘
道
小
3
年
）

▽
谷
垣
百も
も

花か（
弘
道
小
4
年
）

▽
谷
垣
明
日
佳（
新
田
小
5
年
）

▽
安あ
ん

達だ
ち　

靖じ
ょ
う（

弘
道
小
6
年
）

▽
大お
お

樽た
る

菜な
つ

摘み（
出
石
中
1
年
）

▽
岡
本
怜れ
い

和な（
出
石
中
2
年
）

▽
松
本
純
平（
出
石
中
3
年
）

■
最
優
秀
賞
「
知
事
賞
」

▽
田
口
沙
織（
但
東
中
3
年
）

　

田
口
さ
ん
は
、
近
畿
・
中
部
大

会
に
出
場（
書
類
選
考
）し
ま
す
。

 

（
9
月
5
日
、県
立
但
馬
ド
ー
ム
）

■
3
位

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校（
加
広
町
）

　

松
永
和
也
さ
ん（
出
石
町
魚
屋
）

が
、8
月
31
日
か
ら
9
月
6
日
ま
で
、

　

1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

ネ
♡

（
父  

巧
・
母 

沙
緒
里
、江
本
）

近藤徠
らい

斗
と

ちゃん
（平成20年9月2日生）

　

ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
と
き
や
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
わ
ん
ぱ
く
に
な
っ

て
い
く
ん
だ
ろ
う
ね
。

（
父 

洋
司
・
母 

茜
、出
石
町
小
人
）

植松鴻
とき

文
や

ちゃん
（平成20年9月17日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
吉
田
宗そ
う

玄げ
ん（

祥
雲
寺
）

　

長
年
に
わ
た
り
保
護
司
を
務
め
、

犯
罪
や
非
行
を
行
っ
た
方
の
更
正

や
再
犯
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
伊
原
章あ
き

子こ（
正
法
寺
）

▽
田
尻
久
子（
日
高
町
浅
倉
）

▽
増
田　

薫（
庄
境
）

■
近
畿
地
方
更
正
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

▽
北
村
宣た
か

司し（
竹
野
町
竹
野
）

▽
木
下
雄た
け

生お（
中
央
町
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
吉
田
章
江（
城
南
町
）

■
個
人
の
部

▽
福
田
俊
文（
但
東
町
中
山
）

■
団
体
の
部

▽
豊
岡
交
通
安
全
協
会
五
荘
支
部

　
（
昭
和
町
）

■
伊
藤
清
永
賞

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

更
生
保
護
事
業
功
労
者
表
彰

平
成
21
年
度
兵
庫
県

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

近
畿
大
会

第
13
回
伊
藤
清
永
賞
子
ど
も
絵
画
展

カ
ヌ
ー
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

世
界
選
手
権
に
出
場

ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
た
カ
ヌ
ー
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
世
界
選
手
権
に
日

本
代
表
選
手
団
の
一
員
と
し
て
出

場
し
、
世
界
各
国
代
表
選
手
1
0

3
人
が
集
う
中
、K
‐
1（
カ
ヤ
ッ

ク
）に
出
場
し
、
17
位（
日
本
人
で

は
2
位
）の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

 

（
9
月
26
日
〜
10
月
6
日
、
新
潟

県
刈
羽
郡
刈
羽
村
ほ
か
）

■
な
ぎ
な
た「
少
年
女
子
演
技
」

▽
嶋　

留る

依い
（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
校
2
年
）

■
ボ
ー
ト「
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
」

▽
竹
野　

佑た
す
く（

正
法
寺
）

■
カ
ヌ
ー「
成
年
男
子
K
W‐
1
」

▽
松
永
和
也（
出
石
町
魚
屋
）

　

嶋
さ
ん
が
出
場
し
た
「
な
ぎ
な

た
少
年
女
子
演
技
」
で
、
兵
庫
県

は
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

 

（
10
月
10
日
〜
12
日
、
新
潟
県
新

潟
市
ほ
か
）

■
陸
上「
少
年
男
子
50
メ
ー
ト

ル
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
、
4
×

1
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
」

▽
濱
田
亮
太（
高
屋
）

　
「
第
１
回
生
物
多
様
性
日
本
ア

ワ
ー
ド
」で
、コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
が「
保

全
プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門
」の
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
2
0
1
0
年
に

愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議（
Cコ

ッ
プ

O
P
10
）に
向
け
、「
生
物

多
様
性
の
保
全
」お
よ
び「
生
物
多

様
性
の
持
続
可
能
な
利
用
」の
推

進
を
目
的
に
、
優
れ
た
取
組
み
を

顕
彰
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
は
、
保
全
活
動

な
ど
に
資
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

第
64
回
国
民
体
育
大
会

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
に
出
場

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法・コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
が「
生
物
多

　

様
性
日
本
ア
ワ
ー
ド
」の

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

第
9
回
全
国
身
体
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ト
キ
め
き
新
潟
大
会
に
出
場

平
成
21
年
度
少
年
の
主
張

兵
庫
県
大
会

▲コウノトリ育むお米
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●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
　☎47−1111
●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000

期　

間

催　

し

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
15
日（
日
）・
21
日

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時
、

　

11
月
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

▽
相
談
電
話
番
号　
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

☎
0
5
7
0
－
0
7
0
－
8
1
0

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
相
談
者　

人
権
擁
護
委
員（
主
に

女
性
人
権
擁
護
委
員
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
問
合
せ　

神
戸
地
方

法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
0
7
8
－
3
9
2
－
1
8
2
1

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

11
月
15
日（
日
）〜
21
日（
土
）

「
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」

守
ろ
う
よ 

未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み

◆
児
童
虐
待
と
は

　
　

児
童
の
保
護
者

や
同
居
人
が
、
監

護
す
る
18
歳
未
満

の
児
童
に
対
し
て
次
の
よ
う
な

行
為
を
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待　

児
童
の
身
体
に

外
傷
が
生
じ
る
、
ま
た
は
生
じ

る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る

こ
と

○
性
的
虐
待　

児
童
に
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
こ
と
、
ま
た
は

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ

せ
る
こ
と

○
ネ
グ
レ
ク
ト　

児
童
の
心
身
の

正
常
な
発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、

ま
た
は
、
そ
の
他
保
護
者
と
し

て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と

○
心
理
的
虐
待　

児
童
に
対
す
る

著
し
い
暴
言
、
拒
絶
的
な
対
応
、

児
童
が
同
居
す
る
家
庭
に
お
け

る
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力
、
ま

た
は
、
そ
の
他
児
童
に
著
し
い

心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を

行
う
こ
と

◆
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
ら

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
児
童
を
発
見
し
た
と
き
は
、
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
は
虐
待
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
お
悩
み
の
方

は
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

児
童
虐
待
は
、
周
辺
が
気
付
い

て
あ
げ
て
、
必
要

な
援
助
、
相
談
、

支
援
な
ど
の
手
を

差
し
伸
べ
な
い
と

急
速
に
進
み
ま
す
。

　

泣
き
声
や
怒
鳴
り
声
が
た
び
た

び
聞
こ
え
る
、
家
族
が
近
所
付
き

合
い
を
し
な
く
な
っ
た
な
ど
、
子

ど
も
や
保
護
者
が
発
す
る
小
さ
な

サ
イ
ン
を
的
確
に
受
け
止
め
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
虐
待
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

▽
連
絡
・
相
談
・
問
合
せ　

こ
ど

も
育
成
課
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　

☎
29
－
0
0
5
3

・
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

☎
22
－
4
3
1
4

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー「
リ
ボ

ン
」

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
5
0
3
5

・
児
童
虐
待
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン（
夜
間
・
休
日
）

　

☎
22
－
9
1
1
9

農
業
講
演
会

「
国
民
の
た
め
の
百
姓
学

〜
農
と
い
う
生
き
方
の
可
能
性
〜
」

　
「
今
、
農
業
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」を
考
え
、市
民
が
一
体
と
な
り
、

豊
岡
型
環
境
創
造
型
農
業（
有
機

農
業
）を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

農
業
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
21
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
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▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
講
師　

農
と
自
然
の
研
究
所
代

表
理
事　

宇
根　

豊
さ
ん

▽
申
込
方
法　

電
話
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
所
属
団
体
名
、

氏
名
、
住
所
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
13
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
農
業
推
進
協
議
会
事
務

局（
農
林
水
産
課
環
境
農
業
推
進

係
内
）☎
23
－
1
1
2
7

　

FAX 

24
－
7
8
0
1

◆
豊
岡
北
警
察
署
管
内

▽
日
時　

11
月
4
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
場
所　

県
立
城
崎
大
会
議
館　

大
ホ
ー
ル（
城
崎
町
湯
島
）

◆
豊
岡
南
警
察
署
管
内

▽
日
時　

11
月
29

日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

豊
岡
暴
力
追
放
・
防
犯
・

交
通
安
全
大
会

第
3
回
い
ず
し
こ
ど
も
ま
つ
り

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
週
間
」

市
民
公
開
講
座
・
特
設
展
示

第
51
回
近
畿
・
東
海
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

◆
市
民
公
開
講
座

▽
日
時　

11
月
15
日

（
日
）午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
演
題
・
講
師　

・「
但
馬
の
医
療
を
守
る
」　

豊
岡

市
長　

中
貝
宗
治

・「
応
急
手
当
の
重
要
性
」　

豊
岡

市
消
防
本
部
警
防
課　

田
邉
光
之

・「
救
急
医
療
を
支
え
る
最
新
の
医

用
画
像
」　

公
立
豊
岡
病
院
放
射

線
技
術
科　

福
井
秀
男
さ
ん

・「
但
馬
に
お
け
る
救
急
医
療
の
現

状
と
将
来
」　

但
馬
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
長　

倉
橋
卓
男
さ
ん

◆
特
設
展
示

▽
日
時　

11
月
15
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

交

流
サ
ロ
ン

▽
内
容　

放
射
線
を
使
用
し
た
検

査
関
係
の
展
示
な
ど

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
放
射

線
技
術
科
☎
22
－
6
1
1
1

　

ダ
ン
ス
や
空
手
道
演
武
、遊
び
・

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
人
形
劇
な
ど
、

楽
し
い
催
し
を
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
15
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー（
出
石
町
水
上
）

▽
対
象　

乳
幼
児
・
児
童
と
保
護
者

▽
内
容　

金
魚
す
く
い
、
木
の
マ

ス
コ
ッ
ト
作
り
、

飾
り
作
り
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

出
石
児
童
館

　

☎
52
－
5
7
5
1

　

近
畿
・
東
海
・
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
12
府
県

に
伝
承
さ
れ
る
「
う

た
い
・
か
た
り
・
ま
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
長
年
各
地
で
守
り
伝
え
ら

れ
る
貴
重
な
民
俗
芸
能
を
披
露
し

ま
す
。

▽
日
時　

11
月
15
日（
日
）正
午
〜

▽
場
所　

出
石
永
楽
館（
出
石
町
柳
）

▽
出
演
団
体　

伊い
せ
ま
ん
ざ
い

勢
萬
歳（
三
重
県

鈴
鹿
市
）、
日ひ

ゅ
う
が
か
ぐ
ら

向
神
楽（
福
井
県

坂
井
市
）、半は

ん
ば
ら
あ
や
つ
り
に
ん
ぎ
ょ
う

原
操
人
形
浄
瑠
璃

（
岐
阜
県
瑞
浪
市
）、
天
野
の
御お

ん

田だ
ま
つ
り祭（

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）、

播
州
歌
舞
伎（
佐
用
町
）、
小
畑

万
歳（
京
都
府
京
丹
波
町
）、
轟

と
ど
ろ
き

　

大だ
い
か
ぐ
ら

神
楽（
豊
岡
市
）

▽
入
場
料　

無
料

※
入
場
整
理
券
を
文
化
振
興
課
、

　

教
育
委
員
会
出
石
分
室
で
11
月

2
日（
月
）か
ら
配
付
し
ま
す（
1

人
2
枚
ま
で
）。

▽
問
合
せ　

文
化
振
興
課

　

☎
23
－
1
1
6
0

　

子
ど
も
の
心
の
成
長
を
望
ま
し

い
方
向
に
導
く
よ
う
な「
褒
め
方
」

「
し
か
り
方
」
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

11
月
10
日（
火
）午
前
10

時
40
分
〜
11
時
40
分（
受
付
10
時

30
分
〜
）

▽
場
所　

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保

育
園　

チ
ャ
イ
ル

ド
パ
ー
ク（
下
陰
）

▽
対
象　

就
学
前
の

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

▽
講
師　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
心
理
判
定
員

▽
申
込
期
間　

10
月
28
日（
水
）〜

11
月
9
日（
月
）

▽
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス

保
育
園
☎
29
－
3
9
0
0

第
75
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
子
ど
も
の
上
手
な
褒
め
方
・

し
か
り
方
」
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◆
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー

▽
日
時　

11
月
21
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
20
分

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室（
大
手
町
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
父
親（
母
親
や

き
ょ
う
だ
い
の
参
加
可
）

▽
内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
お
母
さ
ん
の
手
作
り
広
場
Ⅱ

▽
日
時　

12
月
2
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室

▽
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

▽
内
容　

手
縫
い
で「
お
弁
当
セ
ッ

ト
」
を
作
り
ま
し
ょ
う

▽
講
師　

グ
ル
ー
プ
M

も

こ

O
K
O
の

皆
さ
ん

▽
持
ち
物　

材
料
費（
1
セ
ッ
ト
7

　

0
0
円
）、は
り
、糸
、は
さ
み

▽
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

11
月
9
日（
月
）〜

26
日（
木
）

◆
と
よ
お
か
・
こ
ど
も
ま
つ
り

パ
ー
ト
Ⅱ

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
話
や
芝
居
が
、

次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
よ
。

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎
24‐4
6
0
4

運
動
遊
び（
パ
パ
と
遊
ぼ
う
Dデ

ー
A
Y
）

パ
パ
と
遊
ぼ
う
Dデ

ー
A
Y
！

親
子
運
動
遊
び（
但
東
）

親
子
運
動
遊
び（
出
石
）

桜
文
化
サ
ー
ク
ル
作
品
展

第
31
回
ふ
る
さ
と
の
心
を
う
た
う

但
馬
合
唱
祭

▽
日
時　

12
月
5
日（
土
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
対
象　

幼
児
・
小
学
生
と
保
護

者
▽
内
容　

劇
団
風
の
子
東
京
公
演

「
風
の
子
バ
ザ
ー
ル
」

▽
入
場
料　

大
人
8
0
0
円
、
小

学
生
3
0
0
円
、幼
児
2
0
0
円

※
入
場
券
は
、
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
1
日（
日
）午
前
10 

時
30
分
〜
11
時

▽
場
所　

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

▽
日
時　

11
月
21
日（
土
）午
前
10 

時
15
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー　

2
階（
竹
野
町
竹
野
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者（
父
親

大
歓
迎
）

▽
講
師　

こ
ど
も
育
成
課　

仲
義

健
、
西
松
夕
紀
子

▽
問
合
せ　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
47
－
2
0
3
0

▽
日
時　

11
月
11
日（
水
）午
前
10

時
〜
11
時

▽
場
所　

合
橋
地
区
公
民
館　

多

目
的
ホ
ー
ル（
但
東
町
出
合
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
講
師　

こ
ど
も
育
成
課　

仲
義

健
、
西
松
夕
紀
子

▽
問
合
せ　

但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
21
－
9
0
7
9

子
育
て
ホ
ー
ル（
日
高
町
祢
布
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、

体
操
な
ど

▽
問
合
せ　

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
－
4
6
1
0

▽
日
時　

11
月
4
日（
水
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

2
階
大
ホ
ー
ル（
出
石
町
宵
田
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
講
師　

こ
ど
も
育
成
課　

仲
義

健
、
西
松
夕
紀
子

▽
定
員　

15
組（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

11
月
3
日（
火
・
祝
）

▽
問
合
せ　

出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
－
6
1
8
8

　

但
馬
地
域
各
地
の

合
唱
団
体
が
一
堂
に

会
し
、
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
15
日

（
日
）午
前
10
時
〜

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
内
容　

但
馬
地
域
の
小
・
中
・

高
校
の
合
唱
団
体
お
よ
び
一
般

の
合
唱
団
体
に
よ
る
合
唱（
42
団

体
）

▽
問
合
せ　

但
馬
ふ
る
さ
と
芸
術

文
化
振
興
事
業
実
行
委
員
会（
県

立
但
馬
文
教
府
内
）

　

☎
22
－
4
4
0
7

▽
日
時　

11
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
15

日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▽
場
所　

桜
通
会
館（
桜
町
）

▽
内
容　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、

生
花
、
彫ち

ょ
う

塑そ

、
工
芸
、
手
芸
、

児
童
作
品
、
抹
茶
接
待
な
ど

▽
問
合
せ　

桜
文
化
サ
ー
ク
ル
事

務
局　

鳥
井
忠
文
さ
ん

　

☎
23
－
0
3
8
5



講
座
・
教
室
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募　

集

▽
日
時　

11
月
23
日（
月
・
祝
）

　

午
前
9
時
〜

※
受
付　

午
前
8
時
30
分
〜
8
時

50
分
た
け
の
こ
う
え
ん
管
理
棟

（
竹
野
町
須
谷
）

▽
コ
ー
ス　

た
け
の
こ
う
え
ん
発

着
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

▽
種
目
・
対
象　

○
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ

ラ
ソ
ン

・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
部
…
中
学
生
以
上

・
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
…
小
学

生
以
上

○
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部（
約
3
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）…
小
学
生
以
上

※
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
順
位
・
記
録

は
つ
け
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
以
下

は
、
保
護
者
の
伴
走
が
あ
れ
ば

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
み
参
加
可
。

▽
参
加
料　

1
、0
0
0
円（
参
加

記
念
品
有
）

▽
申
込
方
法　

竹
野
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、参
加

料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
23
回
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

▽
申
込
期
限　

11
月
7
日（
土
）午

後
5
時

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

教
育
委
員

会
竹
野
分
室
☎
47
－
1
8
0
5

（
財
）た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金

平
成
22
年
度
助
成
金
交
付
団
体
募
集

▽
対
象　

平
成
22
年
4
月
か
ら
平

成
23
年
3
月
ま
で
に
、
但
馬
地

域
で
実
施
す
る
事
業
で
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
次
の
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動（
文
化
芸
術

の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
向
上
、
自
然
環
境

保
護
な
ど
）

・
産
業
活
性
化
の
活
動（
産
業
技
術

の
研
究
開
発
、
商
業
・
観
光
業

の
振
興
、
異
業
種
交
流
な
ど
）

▽
受
付
期
限　

平
成
22
年
1
月
29

日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
（
財
）た
ん

し
ん
地
域
振
興
基
金
事
務
局（
但

馬
信
用
金
庫
本
店
内
）

　

☎
23
－
1
2
0
0

豊
岡
市
丹
後
人
会
会
員
募
集

　

豊
岡
市
丹
後
人
会
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
情
報
交
換
の
た
め
の

会
で
す
。
た
だ
今
、
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向

上
を
目
指
し
、
さ
ら
に
高
度
な
技

術
力
習
得
を
目
的
に
し
た
講
座
を

6
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手

町
）

▽
対
象　

全
講
座
に
参
加
で
き
る
方

▽
内
容　

発
声
・
発
音
な
ど
の
基

礎
の
習
得
、文
学
作
品
や
ニ
ュ
ー

ス
原
稿
、
古
文
を
読
む

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

中
級
コ
ー
ス

▽
対
象　

京
都
府
丹
後
地
域
出
身

で
、
現
在
、
市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
方

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
丹

後
人
会
幹
事　

藤
野
康
司
さ
ん

　

☎
22
－
2
4
3
6

▽
講
師　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー　

加
藤
逸い

つ

子
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

11
月
13
日（
金
）　

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
各
地
区
セ
ン
タ
ー

　

豊
岡
☎
23
－
2
5
7
3

　

城
崎
☎
32
－
4
5
0
3

　

竹
野
☎
47
－
1
4
2
3

　

日
高
☎
42
－
0
1
0
0

　

出
石
☎
52
－
3
0
2
4

　

但
東
☎
54
－
0
1
8
1

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

　
　
「
11
月
講
座
」

▽
日
時　

11
月
17
日（
火
）午
後
2

　

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石

町
水
上
）

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス

の
洋
花
の
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

2
、5
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

11
月
5
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

　

課
環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

日程 時間

11月28日（土）・午後１時30分〜
４時

11月29日（日）・午前10時〜正午
・午後１時〜３時

12月５日（土）・午後２時〜４時

12月６日（日）
・午前10時〜正午
・午後１時〜

３時30分

＜日時＞
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ち
び
っ
こ
体
操
教
室

　

運
動
の
楽
し
さ

と
遊
び
の
中
か
ら

基
本
的
な
体
力
を

養
う
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
8
日（
日
）

①
幼
児
の
部（
4
〜
5
歳
児
）午
後

1
時
〜
2
時
30
分

②
児
童
の
部（
6
歳
〜
小
学
生
）午

後
3
時
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
内
容　

基
礎
運
動
、
柔
軟
体
操
、

マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
鉄
棒
・
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
の
基
礎
指
導
、
親

子
健
康
体
操
、
体
操
選
手
に
よ

る
模
範
演
技
な
ど

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

各
部
80
人（
先
着
順
）

※
①
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
持
ち
物　

運
動

靴
、タ
オ
ル
、飲

み
物

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
6
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
こ
う

の
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

☎
24
－
3
1
1
1

書
道
教
室「
オ
リ
ジ
ナ
ル
色
紙

と
落ら

っ

款か
ん

づ
く
り
」

　

仲
田
光こ

う

成せ
い

記
念
第
9
回
豊
岡
竹

野
全
国
か
な
書
展
の
開
催
期
間
中
、

展
示
会
場
で
書
道
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
下
絵
の
描
か
れ
た
色
紙
に

好
き
な
文
字
を
書
き
、
名
前
の
一

文
字
を
使
っ
て
簡
単
な
落
款
を
作

り
作
品
に
仕
上
げ
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
21
日（
土
）午
後
3

時
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

中
竹
野
ふ
る
さ
と
館（
竹

野
町
轟
）

▽
対
象　

小
学
3
年
生
以
上 

▽
講
師　

あ
き
つ
会
会
員

▽
持
ち
物　

書
道
道
具

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限　

11
月
18
日（
水
）

※
「
仲
田
光
成
記
念
第
9
回
豊
岡

竹
野
全
国
か
な
書
展
」
は
、
11

月
21
日（
土
）〜
23
日（
月
・
祝
）

ま
で
竹
野
北
前
館
と
中
竹
野
ふ

る
さ
と
館
で
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
総
務
課
☎
21
－
9
0
7
3

英
会
話
教
室（
初
級
）

▽
日
時　

11
月
12

日
〜
12
月
10
日

毎
週
木
曜
日
の

計
5
回
午
後
7

時
〜
8
時

▽
場
所　

サ
ン
ス
ト
く
ら
ぶ（
豊
岡

駅
通
商
店
街
内　

中
央
町
）

▽
受
講
料　

会
員
2
、5
0
0
円
、

一
般
3
、5
0
0
円

▽
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

11
月
12
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局

　

☎
・
FAX　

24
－
5
9
3
1

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

tia@
tia-online.net

▽
日
時　

11
月
8
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
日
高
町
祢
布
）、
日
高
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー（
日
高
町
国
分

寺
）

▽
内
容　

医
療
相
談
、
リ
ハ
ビ
リ

相
談
、
歯
科
相
談
、
教
育
相
談
、

　

福
祉
相
談
、
保
健
・
栄
養
相
談

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
地
域
保
健
課

　

☎
26
－
3
6
6
2

相　

談

難
病
の
方
の

「
医
療
・
生
活
・
教
育
」相
談
会

多
言
語
に
よ
る
生
活
相
談
会

　

在
日
外
国
人
の
た
め
の
無
料
生

活
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
在

留
資
格
、
労
働

問
題
、
社
会
保

障
、
医
療
・
健

康
問
題
、
子
ど
も
の
教
育
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
8
日（
日
）午
後
1

時
〜
5
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市

民
活
動
室
A
・
B（
大
手
町
）

▽
対
応
言
語　

英
語
、
中
国
語
、

タ
ガ
ロ
グ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

タ
イ
語

※
そ
の
他
の
言
語
は
、
事
前
に
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
国
際
交
流
協

会
☎
24
－
5
9
3
1

身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
日
時　

11
月
20
日（
金
）午
前
9

時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
日
高
町
祢
布
）

▽
相
談
内
容　

補
装
具（
義
肢
、装

具
、
車
い
す
）支
給
・
修
理
の
判

定
、
補
装
具
装
用
指
導
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※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
診
断

は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

肢
体
障
害
者

▽
持
ち
物　

身
体
障
害

者
手
帳
、
使
用
中
の

義
肢
、
装
具
、
車
い
す

▽
申
込
期
限　

11
月
6
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課

但
馬
長
寿
の
郷住

ま
い
の
相
談
会

▽
日
時　

11
月
8
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付
は
午

後
3
時
30
分
ま
で
）

※
予
約
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

但
馬
長
寿
の
郷　

す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー（
養
父
市
）

▽
相
談
内
容　

段
差
の
解
消
、
開

閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更
、

住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
方
法
な
ど（
図
面
や

写
真
が
あ
れ
ば
持
参
く
だ
さ
い
）

▽
相
談
員　
（
社
）兵
庫
県
建
築
士

会
南
但
支
部
建
築
士
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
8
4
5
6

聴
覚
障
害
者
対
象
の

パ
ソ
コ
ン
相
談

　

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
文

字
入
力
、
年
賀
状
の
作
り
方
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
14
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

※
相
談
は
、
1
人
1
時
間
程
度

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
障
害
者
室（
城
南
町
）

▽
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
の
聴

覚
障
害
者

▽
申
込
期
限　

11
月
13
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

　

FAX　

24
－
8
2
8
8

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

▽
日
時　

11
月
17
日（
火
）午
後
1

時
〜
4
時（
予
約
制
）

※
相
談
は
、
1
人
30
分

▽
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
別
館　

会
議
室
B

▽
内
容　

多
重
債
務
・
消
費
者
問

題
な
ど

▽
定
員　

6
人（
先
着
順
）

▽
予
約
受
付　

11
月
1
日（
日
）〜

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
生
活
係
☎
21
－
9
0
0
1

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
後
評
価
原
案
を
公
表
し
ま
す

　

国
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
は
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し
、

地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
事
前
に
効
果
測

定
の
た
め
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、

事
後
評
価
に
よ
っ
て
検
証
を
行
い
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
方
策
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
、「
玄
武
洞
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
地
区
」
が
事
業
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
事

後
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
作
成
し
た
「
事
後
評
価
原

案
」
を
も
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
反
映
し
、
市
事
業

評
価
監
視
委
員
会
で
の
審
議
を
経

て
最
終
評
価
結
果
を
平
成
22
年
3

月
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
原
案
に
対
す
る
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
閲
覧
期
限　

11
月
6
日（
金
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

▽
意
見
募
集
期
限　
11
月
9
日（
月
）

▽
閲
覧
・
問
合
せ　

都
市
整
備
課

都
市
管
理
係
☎
23
－
1
7
1
2

そ
の
他

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

▽
日
時　

11
月
21
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時（
予
約
制
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

中

会
議
室（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・
消

費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

曜日 内　　容

月 アダルトビデオの影

火
脳卒中の患者の歯
のブラッシング介助
の工夫

水 ワキガの治療につい
て

木 顔面神経麻痺

金〜日 認知症は予防できるか

＜11月のテーマ＞
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幼
稚
園
児
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
時
間
の
お
知
ら
せ

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
対
象

者
は
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
す
る

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
で
、
小
学

校
1
〜
3
年
生
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
4
年

生
以
上
や
幼
稚
園
児
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
児
は
、
保
護
者
の
就
労

を
理
由
に
、
午
後
4
時
以
降
も
利

用
可
能
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
体

力
面
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
平
成
22
年
4
月
か
ら

は
下
記
の「
特
別
な
理
由
」を
除
き
、

利
用
時
間
は
原
則
ど
お
り
午
後
4

時
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
午
後
4
時
以
降
も
利
用
で
き
る

　
「
特
別
な
理
由
」と
は

・
幼
稚
園
在
園
中（
年
度

途
中
）に
保
護
者
の
育

児
休
業
が
終
了
し
、

午
後
4
時
以
降
も
留

守
家
庭
と
な
る
場
合

・
幼
稚
園
在
園
中（
年
度
途
中
）に

保
護
者
の
離
婚
、病
気
に
よ
る
入

院
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
午
後
4
時
以
降
も
留
守

家
庭
と
な
る
場
合

※
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
22
年

度
に
限
り
、
出
石
地
域
の
平
成

21
年
度
年
少
児（
4
歳
児
）の
在

籍
者
で
継
続
利
用
す
る
場
合

▽
募
集
期
間　

11
月
26
日（
木
）〜

12
月
10
日（
木
）

※
詳
細
は
、
市
広
報
紙
11
月
25
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29
－
0
0
5
3

▽
利
用
時
間　

午
後
6
時
〜
9
時

30
分（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

休
日
、
お
よ
び
学
校
の
休
業
日

は
午
後
5
時
か
ら
利
用
可
）

▽
利
用
料
金　

1
時
間
当
た
り
6

　

0
0
円

▽
利
用
申
込　

府
中
小
学
校（
日
高

町
野
々
庄
）☎
42
－
0
5
4
3

※
カ
ギ
と
コ
イ
ン
の
受
渡
し
お
よ

び
精
算
は
日
高
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
21
－
9
0
2
3
ま
た
は
教
育

委
員
会
日
高
分
室

　

☎
21
－
9
0
5
8

府
中
小
学
校
屋
外
運
動
場
の

照
明
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

利
用
く
だ
さ
い

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来 

          

事
故
に
注
意
！

　

11
月
15
日（
日
）か
ら
平
成
22
年

3
月
14
日（
日
）ま
で
の
間
、
狩
猟

が
解
禁
と
な
り
ま
す（
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
、
3
月
15
日
ま
で
）。

　

仕
事
や
行
楽
で
山
に
入
る
方
は
、

蛍
光
色
な
ど
目
立
つ
色
の
服
装
を

着
用
し
、音
の
鳴
る
も
の（
鈴
・
ラ

ジ
オ
）を
携
帯
す
る
な
ど
、事
故
防

止
に
協
力
く
だ
さ
い
。
土
・
日
曜

日
は
ハ
ン
タ
ー
が
集
中
し
ま
す
の

で
特
に
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ハ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
は
ル
ー
ル

を
守
り
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
農
林
振
興
事
務

所
森
林
林
業
課
☎
23
－
1
0
0
1

　

ま
た
は
農
林
水
産
課
農
政
係

　

☎
23
－
1
1
2
7
お
よ
び
各
総

合
支
所
地
域
整
備
課　
　

　

毎
年
、
キ
ノ
コ
に
よ

る
食
中
毒
が
全
国
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
食
用

キ
ノ
コ
の
鑑
別
は
、
専

門
家
で
も
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
知
識
な
し
に
野
生
の
キ
ノ
コ

を
食
べ
る
こ
と
は
絶
対
に
せ
ず
、

「
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
人
に
あ

げ
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
く
だ
さ
い

◆
食
中
毒
事
例
の
多
い
毒
キ
ノ
コ

○
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
…
県
内
の
キ
ノ
コ

に
よ
る
食
中

毒
は
、
ほ
と

ん
ど
が
ツ
キ

ヨ
タ
ケ
に
よ

り
発
生
し
て

い
ま
す
。
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
、
主
に
ブ
ナ

の
枯
れ
木
、
倒
木
に
重
な
る
よ

う
に
発
生
し
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
、

ヒ
ラ
タ
ケ
、ム
キ
タ
ケ
な
ど
と
間

違
え
や
す
い
で
す
。

○
ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
…
夏
か
ら

秋
に
ブ
ナ
科

（
ク
ヌ
ギ
、ア

カ
マ
ツ
、
コ

ナ
ラ
）の
林
に

群
生
・
単
生

し
ま
す
。
ウ

ラ
ベ
ニ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
な
ど
と

間
違
え
や
す
い
で
す
。

○
カ
キ
シ
メ
ジ
…
ア
カ
松
交
じ
り

の
雑
木
林
の

地
上
に
生
え
、

ハ
タ
ケ
シ
メ

ジ
な
ど
と
間

違
え
や
す
い

で
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
食
品
薬
務
衛
生
課

　

☎
26
－
3
6
6
4

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
11
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、
1
5
0
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

月 日 担当医師・
住所

11
月

8日
（日）

國屋正史
（養父市）

15日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

29日
（日）

中沢　洋
（出石町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９
時〜午後５時

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

11
月
の
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

開催
日 時間 場所 内容

10日
（火）

10：40
～

11：40

チャイル
ドハウス
保育園

（下陰）

子どもの
上手なほ
め方・し
かり方

19日
（木）

10：15
～

11：45

コープデ
イズ豊岡
組合員集
会室

（加広町）

食育指導
と座談会

▷問合せ　豊岡健康福祉事
務所☎23−1001
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
外
来
受
診
の
お
知
ら
せ

　

秋
冬
に
向
か
い

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
が
全

国
的
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
予
防
対
策

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
協
力
願
い
ま
す
。

◆
外
来
受
診

　

院
内
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
な
ど
、

受
診
し
よ
う
と
す
る
医
療
機
関
に

電
話
で
相
談
し
、
指
示
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
が

な
い
方
や
、
ど
こ
の
医
療
機
関
に

か
か
っ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い

方
な
ど
は
、「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

健
康
相
談
窓
口
」

で
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
診
療
の
都
合
で
受
診
で

き
な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
受
診
可
能
時
間

な
ど
を
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
診
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」に
協
力
く
だ
さ

い
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

健
康
相
談
窓
口

○
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
－
3
6
7
1

▽
相
談
時
間

・
平
日
…
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

・
休
日
・
夜
間
…
県
庁
に
自
動
転

送
し
て
対
応

▽
問
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7

　
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」と
は
、

子
ど
も
が
病
気
の
時
、
保
護
者
が

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
事
情
で
、

子
ど
も
を
看
病
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
保
護

病
児
・
病
後
児
保
育
室

「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

者
に
代
わ
っ
て
、
病
気
中
や
病
気

の
回
復
期
の
子
ど
も
を
、
集
団
保

育
が
困
難
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

期
間
に
、
専
用
施
設
で
一
時
的
に

預
か
る
事
業
で
す
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
室
は
、
安

静
室
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
隔
離
室

な
ど
を
完
備
し
、
医
師
の
指
示
の

も
と
看
護
師
、
保
育
士
が
子
ど
も

の
症
状
に
応
じ
て
預
か
り
ま
す
。

▽
開
設
場
所　

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ

ア
セ
ン
タ
ー（
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ

ス
保
育
園
・
下
陰
）

▽
対
象
年
齢　

生
後
3
カ
月
〜
小

学
校
3
年
生

▽
対
象
児
童　

風
邪
、
水
ぼ
う
そ

う
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
、

下
痢
、
嘔お

う

吐と

、
骨
折
な
ど
の
病

気
や
病
気
の
回
復
期
で
あ
り
、

入
院
の
必
要
が
な
い
と
診
断
さ

れ
た
児
童　

※
医
師
連
絡
票（
有
料
）が
必
要

▽
定
員　

4
人

▽
利
用
時
間　

午
前
8
時
〜
午
後

6
時

▽
利
用
料
金　

1
日
当
た
り
2
、

　

0
0
0
円（
昼
食
、
お
や
つ
代
を

含
む
）

※
生
活
保
護
世
帯
・
市
県
民
税
非

課
税
世
帯
に
は
、
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

電
話
で
予
約
く
だ

さ
い（
午
前
7
時
〜
午
後
7
時
ま

で
受
付
）。

※
利
用
に
は
、
事
前
登
録
が
必
要

で
す（
緊
急
時
は
例
外
）。

▽
休
日　

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始（
12
月
30
日
〜
1
月
3
日
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎
29
－
3
9
0
0

　

成
人
式
の
案
内
状
を
11
月
中
旬

に
送
付
す
る
予
定
で
す
が
、
転
出

な
ど
で
市
内
に
住
民
登
録
が
な
い

方
は
案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、

出
席
を
希
望
の
方
は
生
涯
学
習
課

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　

平
成
22
年
1
月
10
日

（
日
）午
後
開
会
予
定

▽
会
場　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
対
象　

平
成
元
年
4
月
2
日
〜

平
成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
で
、
市
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
お
よ
び
希
望
者

▽
そ
の
他　

開
催
時
間
、
内
容
な

　

ど
の
詳
細
は
、
後
日
、
市
広
報

紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係
☎
23
－
0
3
4
1

平
成
21
年
度

　
　
　

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

で
は
、9
月
27
日
、日
高
町
山
本

に
設
置
し
た
放
鳥
拠
点
に
飼
育

コ
ウ
ノ
ト
リ
2
羽
を
移
動
し
ま

し
た
。来
春
の
繁
殖
期
に
、
他
の

ペ
ア
が
産
ん

だ
卵
を
抱
か

せ
て
ヒ
ナ
を

育
て
巣
立
ち

さ
せ
る
段
階

的
放
鳥
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、地
域
住
民
約
1
5
0

人
が
温
か
く
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
迎

え
ま
し
た
。

　

日
高
地
域
で
の
定
着
に
向
け
て
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
お
願
い

・
放
鳥
拠
点
に
近
づ
き
す
ぎ
る
と

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
驚
き
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

案
内
表
示
に
従
い
で
き
る
だ
け

離
れ
て
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

・
拠
点
周
辺
農
道
で
の
一
般
車

両
の
通
行
は
、
農
作
業
の
支

障
に
な
り
ま
す
の
で
、
農
耕

車
以
外
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
☎
21
－
9
0
1
7

コ
ウ
ノ
ト
リ
2
羽
が
日
高
町

山
本
拠
点
に
引
越
し
ま
し
た

▲拠点に放たれた2羽の
コウノトリ

地域 医療機関名 　住所 電話番号

豊岡

いがらし医院 城南町5−11 29−2766
金子医院 泉町4−11 22−2676
豊岡市休日急病診療所 城南町23−6 23−9219
舟木外科胃腸医院 泉町7−30 23−2031
モリヤマ診療所 桜町11−7 23−5100
やすだ内科クリニック 戸牧37−5 22−1159
吉田クリニック 圡渕133−1 26−8188

竹野 内山医院 竹野町竹野344 47−0010
日高 北村内科 日高町日置29 42−3110

〈新型インフルエンザ受診可能医療機関〉
市広報紙9月10日号掲載の追加分

※豊岡市休日急病診療所は日曜日・祝日のみ。



　第６回図書館ふれあい交流会
　今年は『縁

えん

』をテーマに、詩吟と津軽三味線、朗読ボランティアの方々による朗読を行います。視
覚に障害のある方、高齢者の方も楽しめる内容です。皆さん、気軽に参加ください。
　日時：11月13日（金）午後２時～４時
　場所：図書館本館　２階　視聴覚講演室
　内容：詩吟（関心流日本興道吟詩会）、津軽三味線（竹山流師範　西垣豊

ほう

山
ざん

さん）など

今月の本

日 曜日 時間 場所 行　事　名

1 日

本館 読書週間企画展｢文学賞受賞作品展｣（～9日）
竹野 読書週間特別企画展｢ダダイズム 太宰ズム

～太宰治生誕100周年記念～｣（～11月15日）
出石 出石分館ミニ文化祭（～11月29日）

12：30～ 日高 リサイクル交換会
2 月
3 火・祝 （休館日）
4 水
5 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会

11：00～ おはなしのゆりかご
6 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
7 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！～みんなでおゆうぎ　へ～んしん！～
8 日
9 月

10 火 （休館日）
11 水 10：30～ 出石 えほんのとびら
12 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
13 金 14：00～ 本館 図書館ふれあい交流会

14 土

10：10～ 本館 土曜としょかん
10：30～ 城崎 おはなしのこべや

日高 絵本からのおくりもの
11：00～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）
14：00～ 本館 手作り絵本読み聞かせ発表会

15 日

本館 手作り絵本＆点字絵日記作品展（～29日）
 9：00～ 出石 いずしこどもまつり　古本リサイクル　

（午前中は休館、13：00～開館）
13：20～ 本館 第８回古文書講座（初級）
15：00～ 第８回古文書講座（中級）

16 月
17 火 （休館日）
18 水
19 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
20 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
21 土 10：30～ 但東 おはなしのもり

15：00～ 切り紙Ａｒｔ
22 日
23 月・祝 （休館日）
24 火 （休館日）
25 水
26 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
27 金

28 土 10：30～
竹野 土曜おはなしのへや
日高 絵本からのおくりもの
出石 おはなし会

14：00～ 本館 おはなし会
29 日 10：30～ 日高 おはなし会
30 月 （休館日）

＜ 一 般 ＞
大文字レシピで作る
旬の魚おかず
斉藤辰夫　著（主婦と生活社）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　図書館には大きな文字で書かれた
｢大活字本｣を各種取りそろえていま
す。小さい文字が読みづらい方は、
ぜひ、利用ください。

＜ 児 童 ＞
しろくまちゃんのほっとけーき
わかやま　けん　著（こぐま社）

　｢てんじつきさわるえほん｣です。
文字だけでなく絵もさわって分かる
ようになっていて、だれでも楽しめ
ます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

１1月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

１1月の行事予定
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11 月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

絵本の読み聞かせの会
日　時 12日（木）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

子育てミニ講話
日　時 26日（木）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 緊急時の対処と予防の話②～風邪、病気編～

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日・水（午後）曜日休館

食育｢クッキング｣
日　時 16日（月）午前10時30分～午後1時
場　所 出石健康福祉センター　調理室
対　象 乳幼児と母親　10組程度、託児あり
講　師 今井加代子さん
内　容 圧力鍋で作る簡単レシピ、参加費１組400円
申込期限 10日（火）

子育て座談会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東中央体育館）土（午後）・日・月曜日休館

フリーマーケット
日　時 １日（日）午前9時30分～午後3時
場　所 但東子育てセンター
対　象 一般
内　容 日用雑貨、子ども・大人衣料、台所用品などの販売

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ 2日（月）、26日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 25日（水）午前10時30分～
場　所 子育て総合センター　ふれあい広場
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やお手玉で遊ぶ
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター2階）土・日・月曜日休館

絵本の読み聞かせ
日　時 24日（火）午前10時30分～11時
場　所 城崎子育てセンター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館城崎分館職員による読み聞かせ

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野児童館内）土（午後）・日・月曜日休館

わいわいコーラス
日　時 10日（火）午前10時～11時30分
場　所 竹野子育てセンター
対　象 乳児と保護者
内　容 わらべ歌や童謡、フォークソングをピアノに合わせて歌う

ちびっこカーニバル　折紙教室
日　時 1（日）午前10時～午後３時
場　所 日高農村環境改善センター前　テニスコート周辺
対　象 乳幼児と家族
内　容 アンパンマンの折紙教室

父親座談会
日　時 28日（土）午後1時30分～3時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の父親　15人（先着順）
講　師 臨床心理士　賚

たもう

　純
じゅん

雄
ゆう

さん
申込期間 9日（月）～26日（木）

母親交流会
日　時 25日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎子育てセンター
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 仲間づくり、身体計測、育児相談、妊婦相談

おはなし広場
日　時 14日（土）、28日（土）午前10時30分～11時
場　所 子育て学習室
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 25日(水)午前10時30分～11時30分
場　所 出石子育てセンター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうたとクリスマスの折り紙

わらべうた＆折り紙遊び

日　時 24日（火）午前10時～11時30分
場　所 出石子育てセンター２階和室
対　象 乳幼児の母親　10人　託児あり
進　行 臨床心理士　賚　純雄さん　ほか
申込期間 ９日（月）～18日（水）

防災教室
日　時 ４日（水）午前10時～11時
場　所 合橋地区公民館　研修室（訓練は屋外）
対　象 乳幼児を持つ保護者
内　容 防災について講話、消火器の取扱い訓練
講　師 消防署但東駐在所職員

元気 ing まつり
日　時 13日（金）午前10時～11時30分
場　所 総合体育館
対　象 子育て中の親子、家族
内　容 コーナー遊び（魚釣り、電車ごっこなど）　※上靴を持参

たまごボーロたいむ
日　時 13日（金）、20日（金）午後1時30分～2時30分
場　所 子育て総合センター　ふれあい広場
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせなど～豊岡総合高校生と遊ぼう～

なかよし広場
日　時 19日（木）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、子育て支援ボランティア

食育講座
日　時 18日（水）午前10時～正午
場　所 城崎健康福祉センター　栄養指導室
対　象 乳幼児と保護者
内　容 食育講座｢子どもの喜ぶ献立｣実習
講　師 栄養士　田中みゆきさん
参加費 親子１組500円
申込期限 11日（水）

リサイクルバザー
日　時 17日（火）午前10時～午後4時
場　所 竹野子育てセンター
対　象 乳児と保護者、一般
内　容 リサイクル（服、おもちゃ、家庭用品など）　※小銭を持参
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

■新豊岡市制５周年記念
　ベートーヴェン｢第九｣（合唱付）演奏会
　・指揮　大友直人　・管弦楽　京都市交響楽団
　・合唱　市民の第九合唱団

　11月７日（土）　開演15：30（開場15：00）
◇入場料　指定席3,500円、自由席一般3,000円、
　　　　　高校生以下1,500円（友の会は300円引き､
　　　　　当日券は500円増）
◇チケット発売中

出石文化会館ひぼこホール（出石町水上）
☎52−6222  FAX 53−2131

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

■森 公美子コンサート
　定評ある歌唱力と魅力的なキャラクターで、テレビや
ミュージカル、オペラなどの舞台で幅広く活躍中の森 公
美子さんが、楽しさとユニークさいっぱいのステージをお
届けします。
　12月５日（土）
　　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席5,000円、
　　　　　Ｂ席4,500円、
　　　　　桟敷席（ペア）
　　　　　8,000円（当日券
　　　　　は各500円増）
◇チケット発売中　（各プレイガイドでも購入できます）

　11月14日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　城崎邦楽合奏研究会
◇内　容　伝統の音色　秋の邦楽コンサート
◇曲　目　知床旅情、富士、マイベストフレンズほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)

■サロン ｄ
ド

ｅ ｢読みしばい｣Vol.９
　｢読みしばい｣とは、台本を手に持って演じる朗読
劇です。｢せりふ｣だけでなく｢ト書き｣も読みます。
戯曲（芝居の台本）の世界を想像し、イメージを自由
に膨らませて楽しむ魅力を味わってください。
　11月６日（金）　開演19：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ドラマ・リーディング体験講座Vol.９のメンバー

■第62回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　11月28日（土）　開演19：00（開場18：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　KENTARO!!、関 かおり、森下真樹×宮嶋

哉行（saikou）　〔地元出演〕ワークショッ
プ参加者、豊岡市民プラザ演劇ファクト
リーzero6 シアターD2 

◇入場料　全席自由　シングル800円（当日1,000円）、
ペア1,500円（前売のみ）､高校生以下無料

◇託　児　託児（1歳半〜就学未満）を希望の方は、11
月18日（水）までに申し込みください。

◇チケット発売中

■踊りに行くぜ!!vol.10豊岡公演
　コンテンポラリーダンスのダンサーたちが日本各
地を巡回し、それぞれのパフォーマンスを披露する
ダンス公演プロジェクト｢踊りに行くぜ!!｣。今回は、
巡回アーティストのほか、地元発として、①ワーク
ショップ参加者と講師である森下真樹さんの構成・
演出による作品､ ②出演から演出・振付まですべて
地元で創り上げた初の完全オリジナル作品の２作品
を発表します。どうぞお楽しみに！

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館)

■さだまさしアコースティックコンサート
　平成22年３月20日（土）　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定　一般7,140円、友の会6,800円
　　　　　（当日券は各
　　　　　500円増）
◇チケット発売日
　友の会　11月28日（土）
　一　般　12月５日（土）
　（各プレイガイドでも
　購入できます）

◇内　容　・「パンデミック」　作　生田　萬
　　　　　・「薮の中」　作　芥川龍之介
　　　　　・「山姥」　作　寺山修二
◇入場料　無料

■シアターＲ（リハーサル室小劇場）Vol.１
｢天地晦

かい

冥
めい

｣〜地に這い天に舞う〜
　市民プラザリハーサル室が小劇場に変身。小さな
演劇作品を発表します。目の前の非日常世界を体験
してください。
　11月13日（金）　開演19：00
◇場　所　リハーサル室
◇出　演　演劇ファクトリーzero６のメンバー
◇内　容　３月本公演｢但馬伝説〜ときじく〜｣に
　　　　　連なる古代の神話的世界
◇入場料　無料（整理券あり）

　11月23日（月・祝）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　福田区（豊岡市）ほか
◇入場料　無料
◇託　児　託児（1歳半〜就学未満）を希望の方は、
　　　　　11月13日（金）までに申し込みください。

■第２回村芝居まつり
　各地区公民館の文化祭などで発表される、区民の
皆さんによる手づくりの芝居を上演します。

11月３日（火・祝）は、第38回市民芸能祭開催のため
開館します。なお、翌日４日（水）は休館します。
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平成21年10月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,749人 （－16人）

男　性   42,909人 （－10人）

女　性   46,840人 （－  6人）

世帯数   32,199世帯（＋32世帯）

11月の主な行事
NOVEMBER

平成21年

₁₄（土）但馬まるごと感動市（10：00～県立但馬ドーム、～15日）防火ポスター展（10：00～アイティ２階、～15日）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
第62回サロンコンサート（13：30～豊岡市民プラザ）

₁₅（日）竹野カニカニカーニバル（9：00～竹野北前館駐車場）いずしこどもまつり
（9：00～出石農村環境改善センター）

第31回ふるさとの心をうたう但馬合唱祭（10：00～市民会館）
第51回近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大
会（12：00～出石永楽館）

₁₆（月）

₁₇（火）手作りおもちゃ（10：00～出石子育てセンター）

₁₈（水）食育講座（10：00～城崎健康福祉センター）

₁₉（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）母親交流会（10：00～竹野子育てセンター）
まっちゃんのつながりあそびでどんとこ
い!in但東（19：00～但東市民センター）

₂₀（金）たまごボーロたいむ（13：30～子育て総合センター）

₂₁（土）仲田光成記念豊岡竹野全国かな書展（9：00～北前館・中竹野ふるさと館、～23日）
神鍋高原冬山開き
（10：00～アップかんなべみやの森コース）

パパと遊ぼうデー（10：30～子育て総合センター）
運動遊び（10：15～竹野B&G海洋センター）

₂₂（日）

₂₃（月）勤労感謝の日
第23回キューピットマラソン大会（9：00～
たけのこうえん）
かに王国開国式（11：00～ＪＲ城崎温泉駅前）
第2回村芝居まつり（14：00～豊岡市民プラザ）

₂₄（火）

₂₅（水）わらべうた＆折り紙遊び（10：30～出石子育てセンター）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₆（木）絵本の読み聞かせ （10：30～城崎子育てセンター）子育てミニ講話（10：30～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂₇（金）母親交流会（10：00～城崎子育てセンター）

₂₈（土）土曜練習会（10：00～豊岡市総合スポーツセンター陸上競技場）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
2009但東冬の光フェスタ（18：30～但東総合支所前広場）
踊りに行くぜ!!VOL.10豊岡公演（19：00～豊岡市民プラザ）

₂₉（日）

₃₀（月）

₁（日）第46回企画展「世界の刺
し

繍
しゅう

～糸が描く花と樹～高橋紀世
子コレクション」（日本・モンゴル民族博物館、～12月8日）
第18回企画展「山陰本線100年−八鹿～城崎開
業百年−」（但馬国府・国分寺館、～12月12日）
城崎温泉駅100周年祭特別展（城崎文芸館、～3日）
第60回豊岡市美術展（総合体育館、～3日）
読書週間企画展｢文学賞受賞作品展｣

（市立図書館本館、～9日）
秋の読書週間企画展｢ダダイズム　太宰ズム
～太宰 治　生誕100周年記念～｣

（市立図書館竹野分館、～15日）
フリーマーケット（9：30～但東子育てセンター）
2009但東いろどりフェスタ（9：30～但東総合支所前）
ちびっこカーニバル（10：00～日高農村環境改善センター）
パパと遊ぼうD

デ ー

AY！（10：30～日高子育てセンター）
第5回但馬高校演劇祭（10：30～、13：00～豊岡市民プラザ）

₂（月）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₃（火）文化の日
出石お城まつり（9：00～出石城跡周辺）
赤花そばまつり（9：00～赤花そばの郷、但東町赤花）
マロニエまつり（9：30～道の駅｢神鍋高原｣）
とよおか消防フェア’09（10：00～コープデイズ豊岡）
第30回兵庫神鍋高原マラソン全国大会写真
コンテスト入賞作品展示（10：00～県立但馬ドーム、～29日）

₄（水）防災教室（10：00～合橋地区公民館）

₅（木）兵庫県中学校駅伝競争大会（8：30～奥神鍋付近道路周回コース）
₆（金）かにの豊漁祈願祭（11：30～温泉寺薬師庵、城崎温泉街）サロン dドe ｢読みしばい｣Vol.9

（19：00～豊岡市民プラザ）
₇（土）全日本身体障害者野球選手権大会（県立但馬ドーム、～8日）

新豊岡市制５周年記念｢第九｣演奏会
（15：30～市民会館）

₈（日）阿瀬渓谷紅葉まつり（9：00～阿瀬渓谷）阿瀬渓谷紅葉ウォーク
（9：00～湯の原温泉オートキャンプ場）

ウッドバーニング教室（9：30～竹野南森林公園）
殿さんそば新そば祭（13：00～殿さんそば、日高町殿）

₉（月）

₁₀（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）

₁₁（水）親子運動遊び（10：00～合橋地区公民館）

₁₂（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～日高子育てセンター）

₁₃（金）元気ingまつり（10：00～総合体育館）たまごボーロたいむ（13：30～子育て総合センター）
シアターＲ（リハーサル室小劇場）Vol.1

（19：00～豊岡市民プラザ）
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と
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　秋は、市内各所で秋祭り（秋の例大祭）が行われます。これらのほかにも、江戸時代などから始まっ
たとされ、大切に受け継がれている民俗芸能があります。なかには、わずかな記憶をたどって保存
会で復興されたものもあります。しかし、引き継がれずに途絶えて忘れ去られてしまった民俗芸能
もあります。民俗芸能は、人から人へ伝え続けられてこそ成り立つ文化財なのです。

【表紙写真】　10月12日、とよおかスポーツフェスティバル2009を県立但馬ドームおよび周辺で開催しました。健康
ふれあい歩キングでは、親子らが参加し、神鍋山周遊コースなど約７ｋｍを歩きました。神鍋山では、紙飛行機飛ば
しや○×クイズなどで交流を深め、秋の自然を満喫していました。

もあります。民俗芸能は、人から人へ伝え続けられてこそ成り立つ文化財なのです。もあります。民俗芸能は、人から人へ伝え続けられてこそ成り立つ文化財なのです。もあります。民俗芸能は、人から人へ伝え続けられてこそ成り立つ文化財なのです。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160
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歴史 探訪
～文化財を巡る～❹

「無形民俗文化財（民俗芸能）」
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